
年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ 『精選論理国語』三省堂 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

定期考査

定期考査

○

【知識及び技能】
・これまでに身に付けた語彙を正しく使うこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・論の展開をとらえ、筆者の主張を正しく理
解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・あらゆるテーマの文章を、関心をもって読
んで理解することができる。

21

22

1○

○ ○

1

合計

105

○ ○ ○

○

○ ○ ○

22

○ ○ 1

「落語の中の経済学」大竹文雄
「欲望と資本主義」佐伯啓思
【知識及び技能】
・論理的な文章を書くために必要
な語彙と知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済をテーマに、自分の考えを
論理的に書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・テーマに沿って、自分の考えを
論理的に論述しようとする。

・漢字・語彙
・内容の理解
・テーマに沿って自分の考えを書く
・作品を読み合って、相互に批評す
る。

３
学
期

評論文実践演習
【知識及び技能】
・これまでに身に付けた語彙を正
しく使う。
【思考力、判断力、表現力等】
・論の展開をとらえ、筆者の主張
を正しく理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・あらゆるテーマの文章を、関心
をもって読んで理解しようとす
る。

『LT実践長文読解』
『新しい第3の現代文集中完答11』
・問題演習

【知識及び技能】
・論理的な文章を書くために必要な語彙と知
識を身に付けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済をテーマに、自分の考えを論理的に書
くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・テーマに沿って、自分の考えを論理的に論
述しようとしている。

○ ○ ○

２
学
期

○

「コンクリートの時代」隈研吾
「学問のすすめ」福沢諭吉
【知識及び技能】
・語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・二つの作品を読み比べ、近現代
という時代について自分の考えを
もつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・二つの作品を読み比べ、自分の
考えをまとめようとする。

・漢字・語彙
・内容理解
・文章の比較と検討
・自分の考えをまとめて発表

○

【知識及び技能】
・語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・二つの作品を読み比べ、近代という時代に
ついて自分の考えをもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・二つの作品を読み比べ、自分の考えをまと
めようとしている。

定期考査 1○

○

○ ○

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
・情報の信頼性と妥当性について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・グラフや表などのデータを活用して文章を
読み解き、自分の意見を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・グラフや表などの資料を積極的に活用しよ
うとしている。

○

定期考査

○

思 態
配当
時数

知

○ ○ ○ 14

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
る。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造
的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができる。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

国語

【 知　識　及　び　技　能 】社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手として、国語を尊重しその能力の向上を図る態度を養う。

１
学
期

「『対話』のための言葉をつく
る」平田オリザ
「母親のための酸素マスク」宮地
尚子
【知識及び技能】
・論理的な文章の構成をとらえ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体例を検討し、筆者の主張を
吟味する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の経験や既存の知識をもと
にして考える。

・漢字・語彙
・内容の理解
・具体例と筆者の主張の検討

○

【知識及び技能】
・論理的な文章の構成をとらえることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体例を検討し、筆者の主張を吟味するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容について、自分の経験や既知の知識を
もとにして考えることができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

1

21

「持続可能な福祉社会への道」広
井良典
『新しい第3の現代文集中完答11』
【知識及び技能】
・情報の信頼性と妥当性について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・グラフや表などのデータを活用
して文章を読み解き、自分の意見
を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・グラフや表などの資料を積極的
に活用しようとする。

・漢字・語彙
・情報の信頼性と妥当性
・グラフや表などの資料の活用と内
容の理解
・テーマに沿って自分の考えを書く
・作品を読みあって、相互に評価す
る。

（A組：小笠原　B組：中山実　C組：小笠原　D組：中山実　E組：濱田　F組：若井　G組：中山実　H組：濱田）

国語 論理国語
国語 論理国語 3

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手として、国語を尊重しその能力の向上を図る態度を養う。

（①：柴田　　） （②：堀江　　） （③：柴田　　） （④：柴田　　） （⑤：堀江　　）

国語 現代文演習
国語 現代文演習 2

必修選択①～⑤

『新国語問題集アシスト現代文編』啓隆社、『現代文完答22』尚文出版

１
学
期

論理的な文章を読み、記述問題に解
答する力をつける。
【知識及び技能】
・語句の意味を理解し、文脈に応じ
て正しく使う。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の話題をつかみ、筆者の主張
を性格に理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・話題をつかみ、筆者の主張を理解
しようとする。

・語句の意味と漢字
・接続詞の働き
・段落と構成
・筆者の主張と具体例
・対比と比喩
・資料の活用
・内容要約

○

【知識及び技能】
・語句の意味を理解し、文脈に応じて正しく使
うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の話題をつかみ、筆者の主張を性格に理
解することができる
【学びに向かう力、人間性等】
・話題をつかみ、筆者の主張を理解しようとし
ている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

現代文演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

大学入試に必要となる語彙や知識を身に付け、
適切に使うことができるようにする。

文章を正しく解釈する力を身に付け、思考力や想像
力を伸ばす。

あらゆる文章に対して、興味・関心をもって読
もうとする。

国語

【 知　識　及　び　技　能 】社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

1

14

文学的な文章を読み、記述問題に解
答する力をつける。
【知識及び技能】
・文学作品に使われる表現技法を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・場面の状況や登場人物の心情を適
切に理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・場面の状況や登場人物の心情を考
えながら読む。

・語句の意味と漢字
・小説などの散文の読み方
・韻文の鑑賞方法
・表現技法
・心情把握

○

思 態
配当
時数

知

○ ○ ○ 10

○

○ ○

定期考査
○ ○

【知識及び技能】
・文学作品に使われる表現技法を理解すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・場面の状況や登場人物の心情を適切に理解す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・場面の状況や登場人物の心情を考えながら読
むことができる。

○

定期考査

論理的な文章を読み、選択式問題に
解答する力をつける。
【知識及び技能】
・同音異義語の意味を理解し、文脈
に応じて正しく使う。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文の内容から選択肢を検討し、
妥当性を判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を理解し、選択肢の妥
当性を判断しようとする。

・語句の意味と漢字
・接続詞の働き
・段落と構成
・筆者の主張と具体例
・対比と比喩
・資料の活用
・選択肢の検討

３
学
期

大学入試問題の過去問を解き、時間
内に確実に解答する力をつける。
【知識及び技能】
・常用漢字や熟語などの語彙を正し
く使う。
【思考力、判断力、表現力等】
・あらゆる文章や資料を用いて、入
試問題に解答する力をつける。
【学びに向かう力、人間性等】
・あらゆるテーマの文章に関心を
もって読み、理解しようとする。

大学入試共通テスト対策
私立大学入試問題演習
国公立大学入試問題演習

【知識及び技能】
・同音異義語の意味を理解し、文脈に応じて正
しく使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文の内容から選択肢を検討し、妥当性を判
断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を理解し、選択肢の妥当性を判断
しようとしている。

○

２
学
期

文学的文章を読み、選択式問題に解
答する力をつける。
【知識及び技能】
・
【思考力、判断力、表現力等】
・
【学びに向かう力、人間性等】
・

・語句の意味と漢字
・小説などの散文の読み方
・韻文の鑑賞方法
・表現技法
・心情把握
・選択肢の検討

○

【知識及び技能】
・文学的な表現技法を理解し、文脈に応じて解
釈に生かすことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・場面の状況や登場人物の心情を正確に理解
し、選択肢の妥当性を判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・場面の状況や登場人物の心情の理解を生かし
て、選択肢の妥当性を判断しようとしている。

定期考査
○

○

【知識及び技能】
・常用漢字や熟語などの語彙を正しく使う。
【思考力、判断力、表現力等】
・あらゆる文章や資料を用いて、入試問題に解
答する力をつけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・あらゆるテーマの文章に関心をもって読み、
理解しようとしている。

○ ○ ○

14

○ ○ 1

○ ○

○ 1

14

14

1○

合計

○ ○ ○

定期考査
○



３
学
期

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 必修選択①～⑤

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

（①：若井　） （②：濱田　） （③：石岡　） （④：濱田　） （⑤：石岡　）

国語 古典演習
国語 古典演習 4

古典演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けると
ともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を
深めることができるようにする。

古典などを通した先人のものの見方、感じ方、
考え方との関わりの中で、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我が
国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉
を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。

『精選古典探究古文編』三省堂

国語

【 知　識　及　び　技　能 】社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手として、国語を尊重しその能力の向上を図る態度を養う。

１
学
期

日記『蜻蛉日記』
「文法メソッド３大鏡・枕草子に学ぶ敬
語・識別」
「新国語問題集アシスト古文編」
【知識及び技能】
・作品の読解に助動詞の知識を生かす。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品を読み、作者の心情を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・作者の心情を考えながら読もうとす
る。

・語句の意味
・助動詞の識別
・適切な主語を補いながら読
む
・作者の心情を考える
・単語や文学史の知識を覚え
る。 ○

【知識及び技能】
・作品の読解に助動詞の知識を生かすことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品を読み、登場人物の心情を考えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・作者の心情を考えながら読もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

28

物語『源氏物語』須磨
「文法メソッド３大鏡・枕草子に学ぶ敬
語・識別」
「新国語問題集アシスト古文編」
【知識及び技能】
・古典常識の知識を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に現れたものの見方や考え方を知
り、物語を味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に現れたものの見方や考え方に関
心をもち、物語を味わおうとする。

・語句の意味
・助動詞の識別
・適切な主語を補いながら読
む
・作者の心情を考える
・単語や文学史の知識を覚え
る。 ○

思 態
配当
時数

知

○ ○ ○ 24

定期考査 ○ ○ ○ 1

○ ○

【知識及び技能】
・古典常識の知識を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に現れたものの見方や考え方を知り、物
語を味わうことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に現れたものの見方や考え方に関心をも
ち、物語を味わおうとしている。

○

定期考査 1○

定期考査

28

○ ○ 1

「共通テスト対策古典完答」
「文法メソッド３大鏡・枕草子に学ぶ敬
語・識別」
「新国語問題集アシスト古文編」
【知識及び技能】
・古典常識の知識を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に現れたものの見方や考え方を知
り、物語を味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に現れたものの見方や考え方に関
心をもち、物語を味わおうとする。

・語句の意味
・助動詞の識別
・適切な主語を補いながら読
む
・作者の心情を考える
・単語や文学史の知識を覚え
る。 ○

３
学
期

入試対策演習
【知識及び技能】
・古典の知識を読解に活用する。
【思考力、判断力、表現力等】
・複数の作品や資料を読み比べ、作品の
解釈に生かす。
【学びに向かう力、人間性等】
・複数の資料や作品から得た情報を解釈
に生かそうとする。

・私立大学入試問題の実践的
な解き方

【知識及び技能】
・作品の読解に敬語の知識を生かすことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・登場人物の心情を読み取り、物語を深く味わ
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の心情を読み取り、物語を深く味わ
おうとしている。

○ ○ ○

２
学
期

○

「共通テスト対策古典完答」
「文法メソッド３大鏡・枕草子に学ぶ敬
語・識別」
「新国語問題集アシスト古文編」
【知識及び技能】
・古典常識の知識を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に現れたものの見方や考え方を知
り、物語を味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に現れたものの見方や考え方に関
心をもち、物語を味わおうとする。

・語句の意味
・助動詞の識別
・適切な主語を補いながら読
む
・作者の心情を考える
・単語や文学史の知識を覚え
る。 ○

【知識及び技能】
・古典の知識を読解に活用する。
【思考力、判断力、表現力等】
・さまざまなジャンルの作品を自分の力で解釈
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・身につけた知識を活用し、様々なジャンルの
作品を読もうとしている。

○ ○ ○

定期考査
○

○

【知識及び技能】
・古典の知識を読解に活用している
【思考力、判断力、表現力等】
・複数の作品や資料を読み比べ、作品の解釈に
生かすことができる
【学びに向かう力、人間性等】
・複数の資料や作品から得た情報を解釈に生か
そうとする。

○ ○ ○ 28

28

1○

合計
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年間授業計画

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

現実社会の諸課題の解決に向けて、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

国際社会および我が国の政治・経済の仕組みを
理解すると同時に、メディアリテラシーを育
み、必要な文献や資料を活用できるようにす
る。

国際社会および我が国の政治・経済の仕組みの
あり方と、解決すべき諸問題について、複眼的
な視点を持ち、様々な立場から現状を考察する
ことができるようになる。

社会の一員として、よりよいあり方を模索でき
るよう、諸問題の解決に向けて、当事者意識を
もって考えていけるようになる。

態

１
学
期

A 単元:政治と法の意義、法の支配
【知識及び技能】・絶対王政から市
民革命にいたる流れと、必要な用語
を理解する。・法の精神について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】ヨー
ロッパの啓蒙思想の変遷を、政治史
の理解の上で考察する。また法の精
神と法治主義について、身近で起こ
りうる「法治主義」について考えて
みる。
【学びに向かう力、人間性等】法を
扱う当事者としての意識を持てるよ
うにする。

・指導事項
ヨーロッパ政治史
法の精神と法治主義
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】絶対王政から市民革命に至る
政治史を理解したか。また法の精神と法治主
義について理解したか。
【思考・判断・表現】ヨーロッパの啓蒙思想
の変遷を、政治史の理解の上で考察できた
か。また法の精神と法治主義について、身近
で起こりうる「法治主義」について考えてみ
ることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】法を扱う当
事者としての意識を持てるようになったか。

○ ○

単元の具体的な指導目標
配当
時数

指導項目・内容 評価規準 知 思

〇 〇 〇

・指導事項
国際法
国際社会
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・
国際社会および国際法、国際機関の変遷を知
り、国際紛争の変遷と日本のあり方を理解で
きたか。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　・
国際問題と、それに対峙する日本のあり方に
ついて、様々な考え方と、自分の考えを持て
たか。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際問題に関心を持ち、当事者意識を持って
取り組めるようになったか。

公民 政治・経済
公民 政治・経済 4

『政治・経済』第一学習社

関口　知子

公民

【 知　識　及　び　技　能 】

16

18

B 単元:日本国憲法と政治制度
【知識及び技能】・世界の政治制度
を知り、理解する。・国の政治の仕
組みを理解する。　　　　【思考
力、判断力、表現力等】　　世界の
政治制度を理解したうえで、日本国
憲法および日本の政治制度との違い
などを考えてみる。【学びに向かう
力、人間性等】　　よりよい政治の
あり方や改憲論について当事者意識
をもてるようにする。

・指導事項
日本国憲法と日本の政治制度
各国の政治制度
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】・世界の政治制度を知り、理
解できたか。・国の政治の仕組みを理解でき
たか。
【思考・判断・表現】世界の政治制度を理解
したうえで、日本国憲法および日本の政治制
度との違いなどを考えてみたか。
【主体的に学習に取り組む態度】よりよい政
治のあり方や改憲論について当事者意識をも
てるようになったか。

〇 〇 〇

C 単元:地方自治と選挙制度
【知識及び技能】・地方自治を知
り、理解する。・国および地方にお
ける選挙制度の仕組みを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
地方自治の本旨と、国政との違いの
意味を考える。　　　　　　【学び
に向かう力、人間性等】
政治に参加する意欲を持つ。

・指導事項
地方自治
選挙制度と政党政治
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・
地方自治を知り、理解できたか。・国および
地方における選挙制度の仕組みを理解できた
か。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　地
方自治の本旨と、国政との違いの意味を考え
ることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
政治に主体的に参加する意欲を持つことが出
来たか。

〇 〇

D 単元:国際法と国際平和
【知識及び技能】・国際社会および
国際法、国際機関の変遷を知り、理
解する。・国際紛争の変遷と日本の
あり方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際問題と、それに対峙する日本
のあり方について、様々な考え方
と、自分の考えを持つ。
【学びに向かう力、人間性等】
国際問題に関心を持ち、当事者意識
を持って取り組む。

16

〇

○ 16

現代の諸課題を捉え考察し倫理的主体などとして活動するための技能を身に付けるようにする。

よりよい社会の実現を視野に、各国が相互に主権を尊重し、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

政治・経済

【知識及び技能】



１
学
期

E　単元:市場経済の機能と限界
【知識及び技能】
・市場の仕組みを理解する。・景気
循環と経済成長について理解す
る。・市場の失敗について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
経済主体が行う経済活動および日本
経済におけるさまざまな課題に気付
く。　　　　　　　　　　【学びに
向かう力、人間性等】　　よりよい
市場のあり方を模索できるようにな
る。

・指導事項
経済活動と市場
景気循環と経済成長
市場の失敗
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】
・市場の仕組みを理解する。・景気循環と経
済成長について理解する。・市場の失敗につ
いて理解できたか。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　経
済主体が行う経済活動および日本経済におけ
るさまざまな課題に気付けたか。
【主体的に学習に取り組む態度】　　　　よ
りよい市場のあり方を模索できるようになっ
たか。

〇

定期考査

３
学
期

2
学
期

H単元:国際経済の特質と日本の役割
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

〇 〇 〇

〇 〇 1

・指導事項
国際法
国際社会
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　・
国際社会および国際法、国際機関の変遷を知
り、国際紛争の変遷と日本のあり方を理解で
きたか。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　・
国際問題と、それに対峙する日本のあり方に
ついて、様々な考え方と、自分の考えを持て
たか。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際問題に関心を持ち、当事者意識を持って
取り組めるようになったか。

16

D 単元:国際法と国際平和
【知識及び技能】・国際社会および
国際法、国際機関の変遷を知り、理
解する。・国際紛争の変遷と日本の
あり方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際問題と、それに対峙する日本
のあり方について、様々な考え方
と、自分の考えを持つ。
【学びに向かう力、人間性等】
国際問題に関心を持ち、当事者意識
を持って取り組む。

18

G単元:労働問題と社会保障
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 18

〇 〇 18

○

F単元:財政と金融政策
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
政治・経済ノート（第一学習社）

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ 18



３
学
期
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年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

16

定期考査  
○

〇 15

B 単元:大交易・大交流の時代
【知識及び技能】モンゴル帝国解体
後のアジア各地の状況、世界的な商
業の発展が明の朝貢体制におよぼし
た影響、ヨーロッパの人々の進出が
アジアにもたらした影響や変化、16
世紀の東南アジアで台頭した新興勢
力の共通点を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】明朝
初期の国内統治の特徴、明代後期の
中国の社会・経済・文化と世界の商
業の活発化との関係、ヨーロッパの
人々が遠洋に乗り出していった動機
や背景、16世紀に一体化が始まった
「世界」の性格を多面的・多角的に
考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】モン
ゴル・明に対して抱いた興味・関心
や疑問について追究する。

・指導事項
1 アジア交易世界の興隆
2 ヨーロッパの海外進出とアメリ
カ大陸の変容

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】「世界の一体化」が始まった
時期のアジアにおいて、どのような動きが
あったのかを理解している。ヨーロッパの海
洋進出について、その動機や背景、経緯を理
解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、こ
の時期のアジア内およびアジアと世界の交流
およびヨーロッパの海洋進出が諸地域にもた
らした影響を多面的・多角的に考察し表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】アジア交易
世界やヨーロッパの海洋進出とアメリカ大陸
の変容について、自分が抱いた興味・関心や
疑問、追究してみたいことなどを見出して、
見通しを持って学習に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇

C 単元:アジアの諸帝国の繁栄
【知識及び技能】オスマン帝国・サ
ファヴィー朝・ムガル帝国・清の建
国と勢力拡大の経緯を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】これ
らの大国が社会に与えた影響を多面
的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】これ
らの大国の繁栄に対して抱いた興
味・関心や疑問について追究する。

・指導事項
1 オスマン帝国とサファヴィー朝
2 ムガル帝国の興隆
3 清代の中国と隣接諸地域

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】オスマン帝国とサファヴィー朝がど
のように支配を確立し、統治をおこなっていたの、
ムガル帝国のおいて非イスラーム教徒に対する施策
がどのように変化したのか、清朝の基礎が築かれた
経緯や清代の政治と社会の特徴および周辺諸国との
関係について理解している。
【思考・判断・表現】オスマン帝国とサファヴィー
朝の特徴や両者の関係、ムガル帝国の興隆と衰退が
南アジアに与えた影響、清代の皇帝と従来の中国王
朝の皇帝との違いをを多面的・多角的に考察し表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】これらの大国の繁
栄について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究
してみたいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしている。

〇 〇

D 単元:近世ヨーロッパ世界の動向
【知識及び技能】ルネサンス・科学
革命・宗教改革の意義、およびヨー
ロッパにおける主権国家体制の成立
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】上記
の事象が後世に与えた影響につい
て、多面的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
の事象に対して抱いた興味・関心や
疑問について追究する。

1

評価規準 知 思

○

地理歴史 世界史発展
地理歴史 世界史発展 6

『詳説世界史』山川出版社

藤井　真州

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的にまとめる技能を身に付ける。

歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚を深める。

18

世界史発展

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象に
ついて、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら
理解しているとともに、諸資料から世界の歴史に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技
能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特色など
を、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に
見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、
構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を
養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態
度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚
などを深める。

態

１
学
期

A 単元:東アジア世界の展開とモンゴ
ル帝国
【知識及び技能】10世紀前半に東ア
ジアで政権の交替があいついだ背
景、そこで成立した諸国の共通点、
宋における社会や経済の発展の様子
を理解する。モンゴル帝国による支
配が東アジアにおよぼした影響につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】宋の
対外関係および宋代の文化の特徴を
多面的・多角的に考察する。モンゴ
ル帝国が成立した背景、東西交流の
新しさを多面的・多角的に考察し表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】宋・
元時代に対して抱いた興味・関心や
疑問について追究する。

・指導事項
1 アジア諸地域の自立化と宋
2 モンゴルの大帝国

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】10～12世紀の東アジアの情勢
について、東アジア内の交流と再編を中心に
理解している。モンゴル帝国がどのように成
立し、解体したのか、そして帝国の支配は社
会にどのような影響を与えたのかを理解して
いる
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、宋
代の経済発展が社会に引きおこした変化、モ
ンゴル帝国の成立世界史的な意義を多面的・
多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】10～12世紀
の東アジアやモンゴル帝国について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 16

単元の具体的な指導目標
配当
時数

指導項目・内容

・指導事項
1 ルネサンス
2 宗教改革
3 主権国家体制の成立
4 オランダ･イギリス･フランスの
台頭
5 北欧・東欧の動向
6 科学革命と啓蒙思想

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】ルネサンスの特徴や広がり・
新しい宗派の成立過程とその影響、ヨーロッ
パにおける主権国家体制の成立と各国の情勢
について理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、ル
ネサンスの新旧両面、宗教改革が広まった要
因、主権国家成立と戦争の関係、イギリス台
頭の要因、啓蒙専制主義による改革が及ぼし
た影響、科学革命が社会に与えた影響を多面
的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】各事象につ
いて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究
してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇



G 単元:アジア諸地域の動揺
【知識及び技能】オスマン帝国・サ
ファヴィー朝・ムガル帝国・清など
の大国の衰退と列強の進出について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】アジ
ア各地の変容について、欧米列強と
の関係だけでなく、その内部の動き
を含めて考察するとともに、文明に
よる違いを多面的・多角的に考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】上記
の事象に対して抱いた興味・関心や
疑問について追究する。

・指導事項
1 西アジア地域の変容
2 南アジア・東南アジアの植民地
化
3 東アジアの激動

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】オスマン帝国など西アジアの
動揺や改革の推移、南アジア・東南アジアの
植民地化、列強の進出に対する東アジア諸国
の対応について理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、ア
ジア各地の変容を多面的・多角的に考察し表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】アジア各地
の変容について、自分が抱いた興味・関心や
疑問、追究してみたいことなどを見出して、
見通しを持って学習に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 16

〇 〇 18

○

D 単元:近世ヨーロッパ世界の動向
【知識及び技能】ルネサンス・科学
革命・宗教改革の意義、およびヨー
ロッパにおける主権国家体制の成立
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】上記
の事象が後世に与えた影響につい
て、多面的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
の事象に対して抱いた興味・関心や
疑問について追究する。

定期考査

H 単元:帝国主義とアジアの民族運
動
【知識及び技能】 第2次産業革命と
帝国主義、列強の世界分割と列強体
制の二分化、アジア諸国の変革と民
族運動について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】欧米
列強がいかにして支配勢力になって
いくか、それに対する各地の動きを
多面的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
の事象に対して抱いた興味・関心や
疑問について追究する。

・指導事項
1 第2次産業革命と帝国主義
2 列強の世界分割と列強体制の二
分化
3 アジア諸国の変革と民族運動

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】第２次産業革命が社会に与えた
影響や帝国主義時代の欧米列強の国内情勢およ
び植民地拡大の経緯、世界分割がどのように進
められたかについて、アジア各地における改革
や民族運動がどのように展開し、いかなる結果
をもたらしたのか理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、欧米
列強が植民地や勢力圏の拡大を争った背景とそ
の影響、アジア各地の変革や民族運動の背景を
多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】第２次産業革
命と帝国主義、列強の世界分割、アジア諸国の
変革と民族運動について、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 18

2
学
期

18

１
学
期

E 単元:産業革命と環大西洋革命
【知識及び技能】産業革命と「世界
の一体化」、アメリカ合衆国独立・
フランス革命の経緯と影響、中南米
諸国の経緯について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】産業
革命が世界経済や社会に与えた影
響・合衆国の独立がヨーロッパ諸国
に与えた影響・フランス革命とナポ
レオンの支配がに対する人々の反
応・これらと中南米諸国の独立との
関係について、多面的・多角的に考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
の事象に対して抱いた興味・関心や
疑問について追究する。

・指導事項
1 産業革命
2 アメリカ合衆国の独立と発展
3 フランス革命とナポレオンの支
配
4 中南米諸国の独立

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】ヨーロッパ外との経済関係が
産業革命の関連について、アメリカ合衆国の
独立・フランス革命・ナポレオンの支配・中
南米諸国の独立が相互に関連していることを
理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、上
記事象の世界史的な意義を多面的・多角的に
考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】上記事象に
ついて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追
究してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

〇

定期考査
○ ○ 1

F 単元:イギリスの優位と欧米国民
国家の形成
【知識及び技能】ウィーン体制の成
立と動揺・アメリカ合衆国の発展・
19世紀欧米文化について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】1848
年革命の前後、アメリカ合衆国の拡
大が南北戦争につながること、19世
紀欧米文化の国民国家形成との関連
について多面的・多角的に考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】上記
の事象に対して抱いた興味・関心や
疑問について追究する。

・指導事項
1 ウィーン体制とヨーロッパの政
治・社会の変動
2 列強体制の動揺とヨーロッパの
再編成
3 アメリカ合衆国の発展
4 19世紀欧米文化の展開と市民文
化の繁栄

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】19世紀のヨーロッパ情勢の推
移、欧米文化の展開、南北戦争につながった
アメリカ合衆国内の対立構造やその後の展開
について理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、
ウィーン会議がヨーロッパ各地に与えた影
響、19世紀後半のヨーロッパ再編成、アメリ
カ合衆国の急速な発展の要因、19世紀欧米文
化の現代文化とのつながりを多面的・多角的
に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】19世紀欧米
の政治的・社会的・文化的な動きについて、
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしている。

○ ○

○ ○ 1

・指導事項
1 ルネサンス
2 宗教改革
3 主権国家体制の成立
4 オランダ･イギリス･フランスの
台頭
5 北欧・東欧の動向
6 科学革命と啓蒙思想

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】ルネサンスの特徴や広がり・
新しい宗派の成立過程とその影響、ヨーロッ
パにおける主権国家体制の成立と各国の情勢
について理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、ル
ネサンスの新旧両面、宗教改革が広まった要
因、主権国家成立と戦争の関係、イギリス台
頭の要因、啓蒙専制主義による改革が及ぼし
た影響、科学革命が社会に与えた影響を多面
的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】各事象につ
いて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究
してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

18



合計

18

2
学
期

210

定期考査
○ ○

L 単元:冷戦の終結と今日の世界
【知識及び技能】1970年代初頭に世
界経済がいかなる転換を迎えたの
か、中東の変容、開発途上国の工業
化、冷戦の終結、経済における世界
の一体化について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】経済
成長にともなう先進諸国の政策・社
会の変化、オイル=ショックが与えた
影響、ペレストロイカと東欧革命、
今日の国際関係の特徴について多面
的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
に対して抱いた興味・関心や疑問に
ついて追究する。

・指導事項
1 産業構造の変容
2 冷戦の終結
3 今日の世界
4 現代文明の諸相

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】1960～1980年代の各国の経済や
社会の状況、冷戦終結の経緯、冷戦終結後の各
地の状況や地域・民族紛争、経済における世界
の一体化、現代思想・文化の特徴について理解
している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、オイ
ル=ショック、東西対立の緩和、今日の世界が
抱えていえる課題、人々の世界観や生活のあり
ようの変化を多面的・多角的に考察し表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】オイル＝
ショックとその影響、冷戦の終結、今日の世界
が抱えている課題、現代文明の諸相について、
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

○ ○ ○

K 単元:冷戦と第三世界の台頭
【知識及び技能】米ソそれぞれの同
盟網の広がりや核開発競争、西欧・
日本の経済復興、Ａ・Ａ諸国の自立
化、ベトナム戦争、デタント、ス
ターリン批判について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】冷戦
の進展がアメリカ社会に与えた影
響、スターリン後のソ連・東欧にお
ける変化、キューバ革命の影響・第
三世界における開発独裁の特徴につ
いて考察するとともに、文明による
違いを多面的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
に対して抱いた興味・関心や疑問に
ついて追究する。

・指導事項
1 冷戦の展開
2 第三世界の台頭とキューバ危機
3 冷戦体制の動揺

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】米ソそれぞれの同盟網の広が
りや核開発競争、西欧・日本の経済復興、
Ａ・Ａ諸国の自立化、ベトナム戦争、デタン
ト、スターリン批判について理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、を
多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】冷戦の展
開、第三世界の台頭とキューバ危機、冷戦体
制の動揺について、自分が抱いた興味・関心
や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○

I 単元:第一次世界大戦と世界の変
容
【知識及び技能】第一次世界大戦と
ロシア革命の経緯、大戦後の欧米諸
国・アジア・アフリカ地域の民族運
動について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】大戦
勃発の原因・戦時外交・総力戦・大
戦の影響について多面的・多角的に
考察する。ロシア革命の歴史的意義
を考察する。ヴェルサイユ体制の成
立とその後の展開を多面的・多角的
に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
に対して抱いた興味・関心や疑問に
ついて追究する。

・指導事項
1 第一次世界大戦とロシア革命
2 ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
3 アジア・アフリカ地域の民族運
動

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】第一次世界大戦とロシア革命
がどのように展開したのかを、戦時外交や総
力戦の特徴、大戦のもたらした結果などとあ
わせて理解している。ヴェルサイユ体制やア
ジア・アフリカ各地の動きを理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、第
一次世界大戦とロシア革命が世界にもたらし
た変容、1920年代の欧米各国における変容、
アジア・アフリカ各地の民族運動の特徴や共
通性を多面的・多角的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】第一次世界
大戦とロシア革命、ヴェルサイユ体制下の欧
米諸国、アジア・アフリカ地域の民族運動に
ついて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追
究してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

３
学
期

J 単元:第二次世界大戦と新しい国際
秩序の形成
【知識及び技能】世界恐慌への各国
の対策、ナチス=ドイツの体制成立、
ソ連の計画経済、第二次世界体制の
展開、戦後国際秩序について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】世界
恐慌の背景・影響、独ソ戦および太
平洋戦争の開戦が第二次世界大戦に
もたらした影響、第二次世界大戦の
特徴について多面的・多角的に考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】上記
に対して抱いた興味・関心や疑問に
ついて追究する。

・指導事項
1 世界恐慌とヴェルサイユ体制の
破壊
2 第二次世界大戦
3 新しい国際秩序の形成

・教材
　詳説世界史10分間テスト
　アカデミア世界史（図説）
　ウイニングコンパス
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】世界恐慌への各国の対策、ナ
チス=ドイツの体制成立、ソ連の計画経済、第
二次世界体制の展開、戦後国際秩序について
理解している。
【思考・判断・表現】各種資料をもとに、
ファシズム諸国の動き、第二次世界大戦の特
徴、戦後国際秩序化の各国における変容を多
面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】世界恐慌や
ヴェルサイユ体制の崩壊、第二次世界大戦、
戦後の国際秩序について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

18

16

18

1



年間授業計画

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｇ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

B 幕府の滅亡と新政府の発足
①幕末の動乱における天皇を中心
とする統一国家構想の芽生えから
幕府の滅亡、旧幕勢力の一掃に至
るまでの経過を理解する。
②近世から近代への変化について
考察し、時代を通観する問いを表
現する。

・指導事項
１　王政復古
２　戊辰戦争
３　五箇条の誓文と政体書
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
政治・経済の変化と思想への影響などに着目して、
諸資料から適切に情報を読み取り、幕藩体制の崩壊
と新政権の成立について理解している。
【思考・判断・表現】
日本がどのような契機によって近代的な社会の形成
に向かっていくことになるのか、近代の特色を探究
するための時代を通観する問いを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
幕末の政治動乱の過程を多角的に考察することを通
じて、近代の学習へのつながりを主体的に見出そう
としている。

○ ○ ○ 4

Ｃ 明治維新と富国強兵
①明治新政府の制度改革や富国強兵・
殖産興業政策に着目して、政治的変革
と国家的統一過程を理解する。
②欧米文化・思想の導入と近代化政策
に対する士族反乱・農民一揆の発生
と、言論闘争への転換を理解する。
③明治初期の対外政策について、欧米
への対応とアジアに対する外交政策の
違いについて考察する。

・指導事項
１　版籍奉還と廃藩置県
２　身分制の改革
３　地租改正
４　殖産興業
５　文明開化
６　明治初期の対外関係
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
明治政府による中央集権化の諸政策と士族反乱の終
焉、欧米・アジア諸地域との国際関係、文明開化の
風潮について、諸資料から情報を読み取って理解し
ている。
　【思考・判断・表現】
諸制度の改革が地域社会にもたらした変化や諸外国
と結んだ条約の相互比較、欧米の思想・文化の影響
などを多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治維新や文明開化の風潮が展開する中で生じた
様々な課題や、歴史の展開における画期についての
課題を見出し、主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

・指導事項
１　自由民権運動
２　松方デフレ
３　大日本帝国憲法
４　初期議会
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
諸資料から読み取れる地域社会の変化に着目して、
自由民権運動の展開や大日本帝国憲法の制定と議会
開設に至る過程を理解している。
【思考・判断・表現】
国内体制を欧米の水準に合わせることが改革の前提
にあったことを踏まえ、社会構造の変化や地方自治
の展開について多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】自由民権運動の展
開過程を考察したうえで、日本における立憲政治の
導入がもたらした課題を主体的に追究しようとして
いる。

○ ○ ○

9

E 日清・日露戦争と国際関係
①東アジアをめぐる国際環境が変容する
中、国家的課題であった不平等条約の改
正交渉が進展した過程や、朝鮮問題から
日清戦争に至る経緯について理解する。
②開戦に至る国際関係や、日露戦争の経
過、戦後の日本の国際的地位の変化と植
民地支配の推進について、諸外国の動向
と関連づけて考察する。

・指導事項
１　条約改正
２　日清戦争と三国干渉
３　日清戦後の内外情勢
４　日露戦争
５　韓国併合と桂園時代
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
日清・日露戦争の前後における条約改正の完成、韓
国併合や満洲への勢力拡張などについて諸資料から
情報を読み取り、この時期の戦争の様相や背景、日
本の国際的地位の変化を理解している。
【思考・判断・表現】
議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在したこ
と、戦争が国民としての自覚や意識の高まりをもた
らしたことなどについて多面的・多角的に考察し、
根拠を明らかにして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
対外的な戦争が日本の近代化の過程の中でもった意
味を考察し、主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

日本史発展

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的
条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて
理解しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と
文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関
連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題
を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに議論した
りする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、より
よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよう
とする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察
や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化
を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

態
配当
時数

A 開国と幕末の動乱
①国際社会に組み込まれるという
国際環境の変化に着目して、日本
の開国を社会・経済面での変化と
関わらせて考察する。
　②江戸幕府の威信低下と雄藩の
台頭について、政治情勢の変化と
列強の動向を関連させて理解す
る。

・指導事項
１　鎖国政策の終焉
２　幕末貿易
３　公武合体政策と尊皇攘夷運動
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化について諸
資料から適切に情報を読み取り、江戸幕府が対外政
策を転換して開国に至る経緯などを理解している。
【思考・判断・表現】
日本が直面していた国内外における諸課題を踏ま
え、政治や経済などの諸側面の変化などを多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の開国に関わる諸事象を国際的な視点から考察
し、開国のもたらす政治的・経済的・社会的影響に
ついて主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

Ｄ 立憲国家の成立
①政府の強力な中央集権体制への志向
のもとで、自由民権運動の始まりから
立憲国家の成立に至る間、近代国家の
基盤が形成されていく過程を考察す
る。
②大日本帝国憲法の性格について具体
的・多角的に理解する。

『詳説日本史』（山川出版社）

地理・歴史

【 知　識　及　び　技　能 】 日本の歴史の展開を理解するとともに、調査や諸資料を活用して、様々な情報を適切かつ効果的にまとめる技能を身に付ける。

歴史に関わる事象の意味や意義、伝統・文化の特色などを、時期・年代による推移、相互の関連に着目して多面的・多角的に考
察し、歴史にみられる課題を把握し、解決について構想する。考察・構想を効果的に発表したり討論する力を養う。

歴史に関わる事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究する態度を養うとともに、多面的・多角的な考察
と深い理解を通して日本国民としての自我、我が国の歴史への愛情、他国の歴史・文化への理解と尊重の重要性を自覚し、国際
化の中で変動する現代社会で活躍する資質を涵養する。

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化
する国際社会に主体的に生きる平和で国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成するこ
とを目指す。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，
グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な公民としての
資質・能力を育成することを目指す。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理・歴史 日本史発展

地理・歴史 日本史発展 6

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科

（日本史発展①：高嶋　薫） （日本史発展②：高嶋　薫）



○ 1

L 軍部の台頭
①日本の対外政策の推移について、世
界情勢や軍部の政治的進出に着目し
て、政党内閣の崩壊や国際的孤立の過
程について理解する。
②恐慌から脱出し、国家主義が高揚す
る中で、五・一五事件から二・二六事
件にかけて、軍部の影響力が増大して
いく過程を考察する。

・指導事項
１　満州事変
２　国際関係の孤立
３　恐慌からの脱出
４　2.26事件
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

１
学
期

【知識・技能】
政治・経済体制の変化に着目して、満洲事変に際し
ての世論や軍部の直接行動に関連する諸資料から情
報を読み取り、軍部の台頭と対外政策について理解
している。
【思考・判断・表現】
当時の社会が抱えた矛盾と満洲事変などの対外政
策、国内での軍部の政治的進出などの諸事象を相互
に関連づけて多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
満洲事変や国内の国家改造運動の展開を考察するこ
とを通じて、軍部の政治的台頭がもたらした課題を
主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

M 第二次世界大戦
①日中戦争の勃発から太平洋戦争の突
入に至る過程について、国民生活の変
化や諸統制に着目して全体主義的な国
家体制の進展を考察する。
②第二次世界大戦について、国家間の
相違や総力戦の特色を踏まえ、この戦
争が空前の惨禍をもたらした点に着目
して、平和で民主的な国際社会の実現
に努める重要性を認識する。

・指導事項
１　日中戦争
２　戦時統制と市民生活
３　新体制運動と三国同盟
４　太平洋戦争と国民生活の崩壊
　・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
戦争の推移と国民生活への影響などに着目して、戦
争の長期化と欧米諸国との外交関係に関わる諸資料
から情報を読み取り、戦時体制の強化と第二次世界
大戦の展開について理解している。
【思考・判断・表現】
戦争がアメリカやイギリスなどとの戦争に拡大した
理由や、日本における全体主義的な国家体制の進展
について多面的・多角的に考察し、根拠を示して表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本政府の対
応を考察することを通じて、第二次世界大戦期の国
際関係について主体的に課題を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

○ 4

K 恐慌の時代
①戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経
済の動揺について、国内・国外の経済
状況と対策に着目して理解する。
②社会主義運動の高揚と国家主義の台
頭による軍部の政治的進出を踏まえ
て、協調外交が挫折していく過程を考
察する。

・指導事項
１　戦後恐慌から金融恐慌へ
２　積極外交
３　金解禁と世界恐慌
４　協調外交の挫折
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
国際社会やアジア近隣諸国との関係に着目して、日
本で連続した恐慌と政府の対応などに関わる諸資料
から情報を読み取り、恐慌と国際関係について理解
している。
【思考・判断・表現】
ワシントン体制下の協調外交が、中国における民族
運動の進展や日本の経済の動向によって次第に緊張
が高まったことについて考察し、根拠を明確にして
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
当時の新聞などから世論の動向を読み取ったり、
様々な人々の議論について考察したりして、課題を
主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

H 近代産業の発展
①日清・日露戦争前後にかけて資本主
義国家の基礎が確立された過程を、産
業革命や近代産業の発展に着目して理
解する。
②近代産業の発展にともなう社会問題
(労働問題・公害問題)の発生と政府の
対応について考察する。

・指導事項
１　産業革命
２　紡績と製糸の発展
３　重工業の形成
４　労働運動
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
産業の発達の背景と影響などに着目し、諸資料から
産業革命の展開について適切に情報を読み取り、地
域社会における労働や生活の変化が社会問題を生み
出したことを理解している。
【思考・判断・表現】
地域社会の変化などを踏まえて産業全般の変化がも
たらされたことや、労働問題や公害問題の発生につ
いて多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業の発展とそれによる社会問題への対応について
課題を見出し、自ら主体的に追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

Ｉ 近代文化の発達
①伝統的な文化のうえに欧米文化を摂
取するなど二元性をもって成立した近
代文化の特色について、政治・経済・
外交などの視点をもって考察する。
②義務教育の普及・定着とともに、国
家主義的教育が浸透していくことを理
解する。

・指導事項
１　明治の文化と宗教
２　教育の普及
３　科学・文学・芸術
４　生活様式の近代化
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

Gワシントン体制
①ワシントン体制に至る国際的協
調体制の進展など国際環境の推移
を、日本の立場に着目して理解す
る。
②民主主義的風潮による社会運動
の動向を理解するとともに、普選
運動など政党政治の発展から二大
政党による政党内閣制成立に至る
までの意義について考察する。

・指導事項
１　パリ講和会議
２　ワシントン体制
３　社会運動の勃興
４　普選運動と護憲三派内閣
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
ヴェルサイユ体制からワシントン体制に至る経過や
中国・朝鮮における民族運動の高揚に着目し、国内
で様々な社会運動が起こった背景と政党政治の成立
について理解している。
【思考・判断・表現】
大戦後に国民の権利の拡大がもたらされたことを踏
まえ、国際的な反戦意識や国際的な民族運動の高揚
について多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
東アジア・太平洋地域における国際協調体制の特質
を考察することを通じて、当時の日本外交に与えた
影響やその課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 9

○ ○ ○ 5

Ｊ 市民生活の変容と大衆文化
①労働者や都市中間層の拡大による大
衆社会の基盤の成立に着目し、都市化
や市民生活の変化を踏まえて、大衆文
化の特色について考察する。
②大衆文化の前提となる教育の普及・
発展、マスメディアの発達について理
解する。

・指導事項
１　大戦景気
２　都市化の進展
３　大衆文化の誕生
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
国家主義的な思想の形成、実証的な学問研究、欧米
の科学技術の導入、教育の普及・拡充について、諸
資料から情報を読み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
学校教育の必要性の説かれ方や、学校教育の内容と
地域社会の変容、国民意識との関係について、近代
文化の形成を踏まえて考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治期の文化に関わる政府と国民の動向を考察する
ことを通じて、明治文化の特色を主体的に追究しよ
うとしている。

【知識・技能】
学問・芸術・出版・マスメディアの発展について諸
資料から情報を読み取り、欧米文化との関わりとそ
の浸透度、社会風潮との関連を理解している。
【思考・判断・表現】
都市の発達、鉄道・駅の設置やその影響、工場の増
加や生活の変化など、地域社会の変容について多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
マスメディアや出版の発達によって誕生した大衆社
会が生み出す課題について、自ら主体的に追究しよ
うとしている。

○ ○

F 第一次世界大戦と日本
①第一次世界大戦前後の政治の動向およ
び対外政策の推移について、政党政治の
発展や日本の中国進出の状況を踏まえて
理解する。
②第一次世界大戦が日本の社会経済や政
治に及ぼした影響について、欧米・アジ
ア経済との関係や政党内閣の成立などと
関連させて考察する。

・指導事項
１　大正政変
２　第一次世界大戦
３　政党内閣の誕生
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着目して、
大戦後の国際的な協調体制における日本の立場や対
外政策の変化について諸資料から適切に情報を読み
取り、理解している。
【思考・判断・表現】
大戦中の日本の動向を踏まえ、中国や朝鮮をはじめ
とするアジア近隣諸国民が日本の対外姿勢をどのよ
うに受け止めたのかを多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
対外戦争がもたらした国内的・国際的な変化を踏ま
えて学習を振り返るとともに、次の学習へのつなが
りを見出そうとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査
○



２
学
期

F 冷戦の終結と日本社会の変容
①冷戦体制の終結とそれに関わる国内
の状況について、日本の政治・外交・
経済・生活文化面を踏まえて多面的・
多角的にとらえる。
②科学技術・産業の発達によって派生
する環境問題やエネルギー問題などの
日本の課題とそれに対する日本の役割
を認識する。

・指導事項
１　冷戦から地域紛争へ
２　現代の諸課題
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
冷戦終結後の国際関係、55年体制が崩壊した政治状
況、バブル経済から平成不況へと進んだ経済状況な
どについて理解している。
【思考・判断・表現】
国連平和維持活動への対応や経済不況に対する国内
改革など、冷戦終結後の日本が抱える課題について
多面的・多角的に考察し、その結果を表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦終結後の国際社会において日本がどのような役
割を果たしてきたのか、自ら課題を見出して主体的
に追究しようとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査 ○ ○ 1

G 日本文化のあけぼの
①人類文化の発生を考え、日本列島に
おける旧石器文化・縄文文化の時代の
社会を理解する。
②打製石器・磨製石器・縄文土器の発
掘、竪穴住居の状況など考古学の成果
によって教科書の叙述が成り立ってい
ることに気づく。

・指導事項
１　旧石器時代
２　縄文文化の成立
３　縄文人の生活と信仰
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
日本列島における旧石器文化・縄文文化の成立と変
容を、自然環境の変化や大陸との影響に着目して理
解している。
【思考・判断・表現】
黒曜石などの考古資料をもとに、集落・風習・食生
活の変化などを踏まえて旧石器文化・縄文文化の社
会について考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成につい
て考察することを通じて、旧石器文化や縄文文化の
特色を明らかにしようとしている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

【知識・技能】占領政策の転換による日本の政治や
経済の変化に関わる諸資料から情報を読み取り、サ
ンフランシスコ平和条約の調印による日本の主権回
復の意義について理解している。
【思考・判断・表現】地域社会の変容にも留意しな
がら、占領の前後の社会や思想・文化などを比較・
考察し、その結果を根拠を明確にして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】連合国による日本
占領機構の特色やその目的を考察することを通じ
て、戦後改革がどのような社会の枠組みを形成した
のか、主体的に課題を追究しようとしている。

○ ○ ○ 5

１
学
期

Ｃ 55年体制
①独立後の日本国内政治について、衆
議院を保守・革新の二大勢力が占める
55年体制の成立から安定した保守政権
となるまでの経過を理解する。
②冷戦構造の中で日本が国際社会に復
帰したことについて、日本の国際連合
への加盟、アメリカ・中華人民共和
国・大韓民国との関係に着目して、独
立回復後の日本の動きを考察する。

・指導事項
１　逆コース
２　55年体制
３　新安保条約と安保闘争
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】保守合同による自由民主党の成立か
ら、経済成長を背景とする安定した保守政権の誕生
に至る経緯について諸資料から情報を読み取り、外
交・政治・経済を踏まえて理解している。
【思考・判断・表現】日ソ共同宣言をはじめとする
国交交渉と国際連合への加盟、新安保条約・ＬＴ貿
易・日韓基本条約・沖縄返還問題などの外交事案が
もたらした課題を多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】55年体制の歴史的
意義や、1960年代における保守政権の安定化を考察
することを通じて、独立後の国内政治について主体
的に課題を見出そうとしている。

○ ○ ○ 4

Ｄ 復興から高度経済成長へ
①朝鮮特需による経済復興とその後の
高度経済成長について、経済の国際化
と国内の技術革新などの側面に着目し
て考察する。
②消費革命による社会の変貌と、経済
成長がもたらしたひずみである社会問
題について理解する。

・指導事項
１　朝鮮特需と経済復興
２　高度経済成長
３　大衆消費社会の誕生
４　高度経済成長のひずみ
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
冷戦やグローバル化の進展の影響などに着目して、
戦後の日本経済の成長や高度成長期の国民生活や地
域社会の変化に関わる諸資料から情報を読み取って
いる。
【思考・判断・表現】
日本の経済復興や高度成長を国際関係から関連づけ
たり、様々な社会問題の発生について多面的・多角
的に考察したりして、その結果を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
高度経済成長がもたらした国内的・国際的な日本の
変化を踏まえて学習を振り返るとともに、次の学習
へのつながりを見出そうとしている。

○ ○ ○ 4

A 占領と改革
①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策
および戦後の民主化政策とそれにとも
なう諸改革について、その経過と内容
を理解する。
②戦後政治の動きを踏まえて、集大成
となる日本国憲法制定の意義を考察す
る。

・指導事項
１　初期の占領政策
２　民主化と政党の復活
３　日本国憲法
４　大衆運動の高揚
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
第二次大戦前後の政治や社会の類似と相違などに着
目して、戦後の諸改革の内容と日本国憲法の制定に
関わる諸資料を読み取り、占領政策と諸改革につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
戦後の諸改革が連合国の対日占領政策にもとづくと
ともに、戦争に対する日本国民の反省に支えられつ
つ実施されたことについて、多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代の日本との関係性を踏まえながら、占領期にお
ける諸改革が生み出した成果と課題について、主体
的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

B 冷戦の開始と講和
①東アジア情勢の変化を踏まえ、連合
国による占領が終結して日本が独立し
た意義を考える。
②連合国による日本占領の終結と、そ
の後の日米関係の継続について、様々
な国の立場から考察する。

・指導事項
１　占領政策の転換
２　朝鮮戦争
３　講和と安保体制
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

M 第二次世界大戦
①日中戦争の勃発から太平洋戦争の突
入に至る過程について、国民生活の変
化や諸統制に着目して全体主義的な国
家体制の進展を考察する。
②第二次世界大戦について、国家間の
相違や総力戦の特色を踏まえ、この戦
争が空前の惨禍をもたらした点に着目
して、平和で民主的な国際社会の実現
に努める重要性を認識する。

・指導事項
１　日中戦争
２　戦時統制と市民生活
３　新体制運動と三国同盟
４　太平洋戦争と国民生活の崩壊
　・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
戦争の推移と国民生活への影響などに着目して、戦
争の長期化と欧米諸国との外交関係に関わる諸資料
から情報を読み取り、戦時体制の強化と第二次世界
大戦の展開について理解している。
【思考・判断・表現】
戦争がアメリカやイギリスなどとの戦争に拡大した
理由や、日本における全体主義的な国家体制の進展
について多面的・多角的に考察し、根拠を示して表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本政府の対
応を考察することを通じて、第二次世界大戦期の国
際関係について主体的に課題を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

H 農耕社会の成立
①大陸からの稲作伝播の様子や地域性
の顕著な道具の分布を踏まえて、弥生
文化の形成を考察する。
②集落・墓の変容から富の蓄積を理解
し、小国が形成される過程を東アジア
世界との交流と関連づけて考察する。
③原始社会の特色についての考察を踏
まえ、時代を通観する問いを表現す
る。

・指導事項
１　弥生文化の成立
２　小国の分立
３　邪馬台国連合
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
水稲耕作の開始・金属器の伝来が弥生文化の社会に
与えた影響を理解し、弥生土器などの出土品から得
られる情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】小国の形成から邪馬台国など
の小国の連合について、環濠集落や武器の出現、
「魏志」倭人伝などの文献資料にもとづき、国内外
の情勢を踏まえて多角的に考察した結果を、根拠を
示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本列島における農耕社会の特色とともに、国家の
形成につながるような社会構造の変化について考察
することを通じて、弥生文化の特色を明らかにしよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

○ 6

Ｅ 経済大国への道
①ドル＝ショックや石油危機を踏まえ
て、主要先進国首脳会議が開かれた意
義を理解する。
②高度成長が終焉し、保守政権が動揺
する中、２度にわたる石油危機を乗り
越え、経済大国としての道を歩み始め
た日本の状況を多面的・多角的に考察
する。

・指導事項
１　ドル危機と石油危機
２　高度経済成長の終焉
３　経済大国の実現
４　バブル経済と市民生活
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
ドル＝ショックや石油危機による世界経済の混乱に
対応するため主要先進国首脳会議が開かれる一方、
日本は石油危機を乗り越えて経済大国となったこと
を理解している。
【思考・判断・表現】
日本が石油危機を乗り越えて経済大国となった要因
について多面的・多角的に考察し、その結果を表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第二次世界大戦後の日本の国際社会における様々な
取り組みについて、課題を主体的に追究しようとし
ている。

○ ○



２
学
期

Ｏ　摂関政治
①藤原氏による摂関政治の成立過程と
政治運営への影響について考察する。
②日本と東アジアとの関係において、
民間の貿易や交流が中心となったこと
をとらえる。

・指導事項
１　藤原北家の発展
２　延喜・天暦の治
３　摂関政治
４　国際関係の変化
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
藤原北家が権力を掌握していく過程を資料から読み
取り、律令体制の変容の観点から摂関政治を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
奈良時代の政治や平安初期の政治改革とも比較しな
がら、摂関政治の特色について考察し、根拠を示し
て表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
唐の衰退と東アジア情勢の変化が日本社会に与えた
影響を考察することを通じて、摂関政治期の社会の
特色を明らかにしようとしている。

○ ○ ○ 4

Ｐ 国風文化
①大陸文化の消化と末法思想を前提と
した新しい貴族文化として、国風文化
が展開されたことを理解する。
②摂関政治の在り方と文化の展開に、
どのような関係があるかを考察する。

・指導事項
１　国文学の発達
２　浄土信仰
３　国風美術
４　貴族の生活
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
大陸からの文物の定着を前提として、平安時代には
より日本の風土にあった文化が形成されたことを理
解している。
【思考・判断・表現】
国際関係の変化や遣唐使の廃止などを踏まえ、浄土
教の出現による浄土の信仰の変容、かな文学の成立
による国文学の発達などに着目して、貴族の生活・
文化の特色を考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
平安時代の政治の在り方と文化との関係を考察する
ことを通じて、そのつながりを見出そうとしてい
る。

○ ○ ○ 4

○ 4

Ｎ 律令国家の変容
①平安前期を中心とした古代国家の推
移について、東北経営や政治改革、地
方統治の変容を踏まえて、律令体制の
変質を考察する。
②東アジアとの関係を踏まえて、唐風
文化である弘仁・貞観文化を理解す
る。

・指導事項
１　平安遷都と蝦夷との戦い
２　平安時代初期の政治改革
３　弘仁・貞観文化
４　藤原氏の進出と政界の動揺
５　民衆生活と土地政策の転換
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
東アジアとの関係の変化や社会の変化と文化との関
係などに着目して、平安遷都前後の諸政策や平安初
期の文化の変容を理解している。
【思考・判断・表現】
蝦夷や東アジア世界との関係の変化を踏まえて、中
央における藤原北家の台頭、地方における土地支配
体制の動揺について考察し、根拠を示して表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
東アジアとの関係の変化や社会の変化を考察するこ
とを通じて、文化とのつながりを主体的に追究しよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

Ｍ 律令国家の文化
①律令国家の成立期に当たる白鳳文化
の形成過程について考察する。
②天平文化における政治性と国際性、
国家仏教の展開などに着目して、古代
国家の展開を理解する。

・指導事項
１　白鳳文化
２　天平文化
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
隋・唐など中国王朝との関係と文化への影響などに
着目して、律令体制の形成と密接に関連する仏教文
化の特色を理解している。
【思考・判断・表現】
盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や仏教美
術の展開、仏教の興隆による鎮護国家の思想の誕生
などについて考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
隋・唐などの中国王朝から導入された文化を考察
し、政治や社会の動きとのつながりを見出そうとし
ている。

○ ○

○ ○ ○ 4

Ｋ 律令国家への道
①律令国家が成立するまでの政治過程
について考察する。
②律令にもとづく国内統治体制につい
て理解する。

・指導事項
１　大化改新
２　天智天皇・天武天皇
３　大宝律令と律令制の民衆生活
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響に着目
して、東アジア情勢の変容と政治の関係、律令体制
の成立過程などを理解している。
【思考・判断・表現】
天智朝・天武朝・持統朝の政治動向に着目して、律
令体制整備の過程について考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響などに
着目して、律令体制の成立過程とのつながりを明ら
かにしようとしている。

○ ○ ○ 6

○ 5

H 農耕社会の成立
①大陸からの稲作伝播の様子や地域性
の顕著な道具の分布を踏まえて、弥生
文化の形成を考察する。
②集落・墓の変容から富の蓄積を理解
し、小国が形成される過程を東アジア
世界との交流と関連づけて考察する。
③原始社会の特色についての考察を踏
まえ、時代を通観する問いを表現す
る。

・指導事項
１　弥生文化の成立
２　小国の分立
３　邪馬台国連合
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
水稲耕作の開始・金属器の伝来が弥生文化の社会に
与えた影響を理解し、弥生土器などの出土品から得
られる情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】小国の形成から邪馬台国など
の小国の連合について、環濠集落や武器の出現、
「魏志」倭人伝などの文献資料にもとづき、国内外
の情勢を踏まえて多角的に考察した結果を、根拠を
示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本列島における農耕社会の特色とともに、国家の
形成につながるような社会構造の変化について考察
することを通じて、弥生文化の特色を明らかにしよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

Ｉ古墳文化の展開
①地域の首長の出現から統一国家に至
る過程を、古墳の変容からとらえる。
②ヤマト政権による国家の形成過程に
ついて、東アジア世界との関係を踏ま
えて考察する。
③古墳時代後期から終末期の変容と、
ヤマト政権の政治制度を理解する。

・指導事項
１　古墳の出現とヤマト政権
２　前・中期古墳
３　東アジア諸国との交渉と文化の受容
４　後期古墳
５　ヤマト政権と政治制度
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
国家の形成と古墳文化について、中国大陸・朝鮮半
島との関係に着目して、小国の形成過程や古墳の特
色を理解している。
【思考・判断・表現】
中国の歴史書の記事、日本列島内外の金石文、小国
の王墓の副葬品などをもとに、中国大陸・朝鮮半島
との交渉がもつ意味や、小国の形成過程について多
面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、小国
の形成について考察することを通じ、古墳文化の展
開とのつながりを見出そうとしている。

○ ○ ○

L 平城京の時代
①律令体制の完成期としての奈良時代
を、律令体制の状況を多角的・多面的
にとらえて考察する。
②平城京における政治動向について、
土地政策も含めて考察する。

・指導事項
１　遣唐使
２　平城京
３　地方の統治と政権の拡大
４　藤原氏の進出と政界の動揺
５　民衆生活と土地政策の転換
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
平城京における大宝律令・養老律令による律令体制
の整備について、遣唐使の派遣や地方社会との関わ
りなどに着目して理解している。
【思考・判断・表現】
文献資料をもとに、藤原氏を中核とする政治抗争の
進展と墾田永年私財法にみられる土地制度の変容を
関連づけて考察し、根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
平城京の造営と奈良時代の政治の動向に着目して、
律令体制の展開に関する課題を主体的に追究しよう
としている。

○ ○

6

Ｊ 飛鳥の朝廷
①ヤマト政権の権力争いや大陸文化の
摂取に着目して、飛鳥時代を考察す
る。
②飛鳥文化に世界の諸地域の文化の影
響がみられることを理解する。

・指導事項
１　東アジアの動向とヤマト政権の発展
２　飛鳥の朝廷と文化
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
推古天皇・厩戸王・蘇我馬子による政権運営や飛鳥
文化の特色について、中国大陸・朝鮮半島との関係
などに着目して理解している。
【思考・判断・表現】
仏教の受容や遣隋使の派遣などの大陸との交流につ
いて、資料をもとに考察した結果を、根拠を示して
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、推古
朝の政治や文化の展開についての課題を主体的に追
究しようとしている。



3
学

２
学
期

Ｇ 室町幕府の成立
 ①南北朝の動乱から室町幕府の成立
と安定について、日本諸地域の動向な
どを踏まえて考察する。
②琉球・蝦夷ヶ島を含む東アジアとの
交流が中世日本にもたらした影響につ
いて理解する。

・指導事項
１　鎌倉幕府の滅亡
２　建武の新政
３　南北朝の動乱
４　守護大名と国人一揆
５　室町幕府
６　勘合貿易
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と武家の関係、日
明貿易の展開と琉球王国の成立などについて、諸資
料から情報を収集して理解している。
【思考・判断・表現】
南北朝の動乱などにみられる地域の政治・経済の基
盤をめぐる対立や、東アジアの国際情勢の変化とそ
の影響について、多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
武家政権の変容や東アジアの国際情勢の変化などに
着目し、諸資料を活用して前後の時代とのつながり
を見出そうとしている。

○ ○ ○ 5

Ｅ 蒙古襲来と幕府の衰退
①モンゴル襲来による政治・経済・文
化への影響が、幕府の衰退につながっ
ていくことを理解する。
②非御家人に対する権限拡大など、幕
府勢力が西国に浸透したことの意義を
考察する。

・指導事項
１　蒙古襲来
２　蒙古襲来後の政治
３　琉球とアイヌの動向
４　社会の変動
５　幕府の衰退
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
宋・元などユーラシアとの交流に着目して、モンゴ
ル襲来の国際的な背景や国内政治への影響について
理解している。
【思考・判断・表現】
鎌倉時代の生産の発達と商品の流通、東アジア情勢
や国内での貨幣経済の発達とその意義について、多
面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
宋・元などユーラシアとの交流と経済や文化への影
響について、主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 4

F 鎌倉文化
①庶民や武士の活動が活発化し、鎌倉
仏教が成立するなど、文化の新しい気
運が生まれたことを理解する。
②伝統的な公家文化の世界で、有職故
実・古典研究などの学問が進展した背
景を考察する。

・指導事項
１　鎌倉新仏教
２　中世文学
３　美術の新傾向
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
公武関係の変化やユーラシアとの交流などに着目
し、鎌倉時代の宗教や文化の特徴について、諸資料
から情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】
宋・元との交流の窓口や貿易の担い手などを視野に
入れて、ユーラシアとの交流を多面的・多角的に考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
鎌倉時代の宗教や文化にみられる平安時代からの特
徴の継承や差異について、主体的に追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 3

Ｃ 鎌倉幕府の成立
①鎌倉幕府が東国の地方政権から全国
的な武家政権に成長していく過程を理
解する。
②鎌倉幕府の成立時期をめぐる諸説に
関して、それぞれの根拠を明確にして
考察する。

・指導事項
１　源平の争乱
２　鎌倉幕府
３　幕府と朝廷
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
諸資料から情報を読み取り、源平争乱から鎌倉幕府
の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配構造、封建制
度の成立などについて理解している。
【思考・判断・表現】
幕府と朝廷の二元的支配構造の特色について、諸資
料から得られた情報をもとに、根拠を明確にして表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
鎌倉幕府の成立過程や封建制度の形成に関する課題
を主体的に追究し、前の時代とのつながりを見出そ
うとしている。

○ ○ ○ 4

Ｄ 武士の社会
①承久の乱にともなう公武関係の変化
に着目して、将軍独裁体制から執権政
治の確立に至る過程を理解する。
②武士の生活と地方支配を通じて、土
地に対する実質的な支配権を地頭が掌
握するに至った過程を考察する。

・指導事項
１　北条氏の台頭
２　承久の乱
３　執権政治
４　武士の生活と土地支配
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
承久の乱が幕府と朝廷との関係に与えた影響につい
て、諸資料から適切に情報を読み取り、理解してい
る。
【思考・判断・表現】
武家と公家の関係の変化が土地の支配に及ぼした影
響を考察し、根拠を明確にして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公武関係の変化による武家政権の展開に着目し、鎌
倉時代を通じた武家の支配の特質について主体的に
追究しようとしている。

○ ○ ○ 4

Ａ 院政の始まり
①院政期前後の土地支配形態を踏まえ
て、院政期の政治・経済・社会・文化
を理解する。
②外戚関係や人材登用など、後三条天
皇が摂関家に遠慮せず改革を進めた背
景を考察する。

・指導事項
１　延久の荘園整理令と荘園公領制
２　院政の開始
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸資料か
ら得られる情報を適切かつ効果的に調べてまとめ、
古代から中世の国家・社会の変容を理解している。
【思考・判断・表現】
武士が台頭する契機や、この時期の土地制度の仕組
みなどを考察し、古代から中世への時代の転換につ
いて根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
中世社会の特色について多面的・多角的に考察する
ことを通じて、時代を通観する問いを表現し、追究
しようとしている。

○ ○ ○ 4

Ｂ 院政と平氏政権
①政治の動向、国際関係・経済・文化
への対応を踏まえて、平氏政権の特性
について考察する。
②古代から中世への変化について考察
し、時代を通観する問いを表現する。

・指導事項
１　院政期の社会
２　保元・平治の乱
３　平氏政権
４　院政期文化
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
平氏政権の台頭とその背景、宋との交易などについ
て、諸資料から様々な情報を読み取り、武士の政治
進出について理解している。
【思考・判断・表現】
武家政権の権力基盤となる武士の土地所有に至る変
化を考察し、歴史における土地の支配や所有がもつ
意味について多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
古代との比較などを通して、中世では同じ時期に政
治的な力をもつ勢力が複数存在していたことなど、
中世の特色を探究しようとしている。

○ ○ ○ 4

Ｑ 地方政治の展開と武士
①律令制にもとづく地方統治体制の崩
れへの対応が、公領支配の変質、荘園
の拡大をもたらした経過を考察する。
②地方の反乱やその鎮圧など、武士の
成長過程について、源氏などを例に
とって考察する。

・指導事項
１　受領と負名
２　荘園の発達
３　地方の反乱と武士の成長
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
地方の諸勢力の成長と影響などに着目して、律令制
度の実態や地方における開発、治安の維持、荘園の
発達などについて、その特色や変容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
文献資料を活用して、国司の支配の変容と公領の変
質、荘園の発達を踏まえて地方支配の状況を考察
し、根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国司の在り方や徴税方式の変化、武士の出現など、
地方の豪族や武力をもった勢力の動向が政治・社会
に与えた影響を明らかにしようとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○ 1

Ｐ 国風文化
①大陸文化の消化と末法思想を前提と
した新しい貴族文化として、国風文化
が展開されたことを理解する。
②摂関政治の在り方と文化の展開に、
どのような関係があるかを考察する。

・指導事項
１　国文学の発達
２　浄土信仰
３　国風美術
４　貴族の生活
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
大陸からの文物の定着を前提として、平安時代には
より日本の風土にあった文化が形成されたことを理
解している。
【思考・判断・表現】
国際関係の変化や遣唐使の廃止などを踏まえ、浄土
教の出現による浄土の信仰の変容、かな文学の成立
による国文学の発達などに着目して、貴族の生活・
文化の特色を考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
平安時代の政治の在り方と文化との関係を考察する
ことを通じて、そのつながりを見出そうとしてい
る。

○ ○ ○ 4



Ｉ室町文化
①武家政権の支配の進展や東アジア世
界との交流に着目して、武家文化と公
家文化および、大陸文化と伝統文化の
関わりについて理解する。
②庶民文化の萌芽や、応仁の乱を契機
とした文化の地方伝播、戦国大名の保
護による文化の地方普及を理解する。

・指導事項
１　文化の融合
２　室町文化の成立
３　室町文化の展開
４　庶民文芸の流行
５　地方への普及
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
経済の進展や各地の都市や村の発達、東アジアとの
交流などに着目して、室町時代における多様な文化
の形成や融合について理解している。
【思考・判断・表現】
室町時代の文化の特徴と、当時の政治や経済の動向
との関係を多面的・多角的に考察し、根拠を明らか
にして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
室町時代の宗教や文化の特徴について、鎌倉時代と
の比較を通じて類似点や差異を見出そうとしてい
る。

○ ○ ○ 4

Ｊ戦国大名の登場
①応仁の乱以降、地方権力として登場
した戦国大名や各地に展開した都市に
ついて、諸地域の地理的条件と関連づ
けて考察する。

・指導事項
１　戦国大名
２　戦国大名の分国支配
３　都市の発展と町衆
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
守護大名と戦国大名の権力の相違点などについて諸
資料から情報を読み取り、戦国時代の大名による領
国経営の特徴を理解している。
【思考・判断・表現】
戦国大名による富国強兵策に着目して領国統治の特
色を諸資料から考察し、堺や博多など都市の発展に
みられる戦国時代の社会の多様性を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
15世紀から16世紀にかけて争乱が多発した理由な
ど、戦国時代を中心とする歴史の展開に関わる課題
を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 4

Ｇ 室町幕府の成立
 ①南北朝の動乱から室町幕府の成立
と安定について、日本諸地域の動向な
どを踏まえて考察する。
②琉球・蝦夷ヶ島を含む東アジアとの
交流が中世日本にもたらした影響につ
いて理解する。

・指導事項
１　鎌倉幕府の滅亡
２　建武の新政
３　南北朝の動乱
４　守護大名と国人一揆
５　室町幕府
６　勘合貿易
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と武家の関係、日
明貿易の展開と琉球王国の成立などについて、諸資
料から情報を収集して理解している。
【思考・判断・表現】
南北朝の動乱などにみられる地域の政治・経済の基
盤をめぐる対立や、東アジアの国際情勢の変化とそ
の影響について、多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
武家政権の変容や東アジアの国際情勢の変化などに
着目し、諸資料を活用して前後の時代とのつながり
を見出そうとしている。

○ ○ ○ 5

H 幕府の衰退と庶民の台頭
①庶民の活動が社会秩序の変革の原動
力として成長していったことを踏まえ
て、幕府の動揺や下剋上の風潮を考察
する。
②諸産業の発達による庶民の台頭を踏
まえて、中世社会の多様な展開を幅広
く理解する。

・指導事項
１　惣村の形成
２　土一揆と幕府の動揺
３　応仁の乱と国一揆
４　諸産業と流通の発達
・教材　教科書、詳説日本史ノート
（ワークブック）、図説日本史通覧（帝
国書院）、詳述日本史史料集（実教出
版）、日本史Ｂ一問一答完全版（東進
ブックス）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
諸産業や流通、地域経済が成長したことに着目し、
諸資料から情報を読み取り、庶民が台頭して村など
の自治的な単位が成立したことを理解している。
【思考・判断・表現】
自治的な村の単位や一揆の組織が成立した要因と背
景について、地理的な条件や流通など経済活動との
関わりを多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
室町時代に成立した村の自治的な運営が現代社会に
おける自治とどのように異なるかなど、自身との関
わりにおいて課題を主体的に追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 4

1

210

合計

○ ○
定期考査



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

B 微分法
【知識及び技能】
微分法についての概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに、
事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
関数関係をより深く捉えて事象を
的確に表現したり、数学的に考察
する力、問題解決の過程や結果を
振り返って統合的・発展的に考察
したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く考え数
学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改
善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

1　微分係数と導関数
2　導関数の計算
3　いろいろな関数の導関数
4　第n次導関数
5　曲線の方程式と導関数
6　接線の方程式
7　平均値の定理
8　関数の値の変化
9　関数のグラフ
10 方程式、不等式への応用
11 速度と加速度
12 近似式

【知識・技能】
①微分可能性、関数の積及び商の導関数につ
いて理解し、関数の和、差、積及び商の導関
数を求めることができる。
②合成関数の導関数について理解し、それを
求めることができる。
③三角関数、指数関数及び対数関数の導関数
について理解し、それらを求めることができ
る。
④導関数を用いて、いろいろな曲線の接線の
方程式を求めたり、いろいろな関数の値の増
減、極大・極小、グラフの凹凸など調べグラ
フの概形をかいたりすることができる
【思考・判断・表現】
①導関数の定義に基づき、三角関数、指数関
数及び対数関数の導関数を考察することがで
きる。
②関数の連続性と微分可能性、関数とその導
関数や第二次導関数の関係について考察する
ことができる。
③関数の局所的な変化や大域的な変化に着目
し、事象を数学的に捉え、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりするこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を微分法を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 31

態
配当
時数

A 極限
【知識及び技能】
極限についての概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数列や関数の値の変化に着目し、
極限について考察したり、問題解
決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察したりする力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く考え数
学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改
善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う

1　分数関数
2　無理関数
3　逆関数と合成関数
4　数列の極限
5　無限等比数列
6　無限級数
7　関数の極限
8　三角関数と極限
9　関数の連続性

【知識・技能】
①数列の極限について理解し、簡単な数列の
極限を求めることができる。
②無限級数の収束、発散について理解し、無
限等比級数などの簡単な無限級数の和を求め
ることができる。
③簡単な分数関数と無理関数の値の変化やグ
ラフの特徴について理解することができる。
④合成関数や逆関数の意味を理解し、簡単な
場合についてそれらを求めることができる。
⑤関数の値の極限について理解することがで
きる。
【思考・判断・表現】
①式を多面的に捉えたり目的に応じて適切に
変形したりして、極限を求める方法を考察す
ることができる。
②既に学習した関数の性質と関連付けて、簡
単な分数関数と無理関数のグラフの特徴を多
面的に考察することができる。
③数列や関数の値の極限に着目し、事象を数
学的に捉え、コンピューターなどの情報機器
を用いて極限を調べるなどして、問題を解決
したり、解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を極限の考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 29

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○
１
学
期

数学Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
極限、微分法及び積分法についての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察した
り，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数
学的に考察する力，いろいろな関数の局所的な性質や大
域的な性質に着目し，事象を数学的に考察したり，問題
解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察し
たりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

（　①：岡﨑　） （　②：岡﨑　）

数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科



定期考査
○ ○ 1

２
学
期

３
学
期

問題演習 問題演習 問題演習

○ 1

B 微分法
【知識及び技能】
積分法についての概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに、
事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
いろいろな関数の局所的な性質や
大域的な性質に着目し、事象を数
学的に考察したり、問題解決の過
程や結果を振り返って統合的・発
展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く考え数
学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改
善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う

1　不定積分とその基本性質
2　置換積分法と部分積分法
3　いろいろな関数の不定積分
4　定積分とその基本性質
5　置換積分法と部分積分法
6　定積分のいろいろな問題
7　面積
8　体積
9　道のり
10 曲線の長さ

【知識・技能】
①不定積分及び定積分の基本的な性質につい
ての理解を深め、それらを用いて不定積分や
定積分を求めることができる。
②置換積分法及び部分積分法について理解
し、簡単な場合について、それらを用いて不
定積分や定積分を求めることができる。
③定積分を利用して、いろいろな曲線で囲ま
れた図形の面積や立体の体積及び曲線の長さ
などを求めることができる。
【思考・判断・表現】
①関数の式を多面的にみたり目的に応じて適
切に変形したりして、いろいろな関数の不定
積分や定積分を求める方法について考察する
ことができる。
②極限や定積分の考えを基に、立体の体積や
曲線の長さなどを求める方法について考察す
ることができる。
③微分と積分との関係に着目し、事象を数学
的に捉え、問題を解決したり、解決の過程を
振り返って事象の数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を積分法を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 30

140

合計

問題演習 問題演習 問題演習

定期考査 ○

1
定期考査

○ ○

B 微分法
【知識及び技能】
微分法についての概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに、
事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
関数関係をより深く捉えて事象を
的確に表現したり、数学的に考察
する力、問題解決の過程や結果を
振り返って統合的・発展的に考察
したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く考え数
学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改
善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

1　微分係数と導関数
2　導関数の計算
3　いろいろな関数の導関数
4　第n次導関数
5　曲線の方程式と導関数
6　接線の方程式
7　平均値の定理
8　関数の値の変化
9　関数のグラフ
10 方程式、不等式への応用
11 速度と加速度
12 近似式

【知識・技能】
①微分可能性、関数の積及び商の導関数につ
いて理解し、関数の和、差、積及び商の導関
数を求めることができる。
②合成関数の導関数について理解し、それを
求めることができる。
③三角関数、指数関数及び対数関数の導関数
について理解し、それらを求めることができ
る。
④導関数を用いて、いろいろな曲線の接線の
方程式を求めたり、いろいろな関数の値の増
減、極大・極小、グラフの凹凸など調べグラ
フの概形をかいたりすることができる
【思考・判断・表現】
①導関数の定義に基づき、三角関数、指数関
数及び対数関数の導関数を考察することがで
きる。
②関数の連続性と微分可能性、関数とその導
関数や第二次導関数の関係について考察する
ことができる。
③関数の局所的な変化や大域的な変化に着目
し、事象を数学的に捉え、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりするこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を微分法を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 31

１
学
期



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

○ ○ 39

定期考査
○ ○

B 平面上の曲線と複素数平面
【知識及び技能】
平面上の曲線や複素数平面につい
ての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象
を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
図形や図形の構造に着目し、それ
らの性質を統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する
力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く柔軟に
考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

1　複素数平面
2　複素数の極形式
3　ド・モアブルの定理
4　複素数と図形
5　放物線
6　楕円
7　双曲線
8　２次曲線の平行移動
9　２次曲線と直線
10 ２次曲線の性質
11 曲線の媒介変数表示
12 極座標と極方程式
13 コンピューターの利用

【知識・技能】
①放物線、楕円、双曲線が二次式で表される
こと及びそれらの二次曲線の基本的な性質に
ついて理解することができる。
②曲線の媒介変数表示について理解すること
ができる。
③極座標の意味及び曲線が極方程式で表され
ることについて理解することができる。
④複素数平面と複素数の極形式、複素数の実
数倍、和、差、積及び商の図形的な意味を理
解することができる。
⑤ド・モアブルの定理について理解すること
ができる。
【思考・判断・表現】
①放物線、楕円、双曲線を相互に関連付けて
捉え、考察することができる。
②複素数平面における図形の移動などと関連
付けて、複素数の演算や累乗根などの意味を
考察したりすることができる。
③日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、コンピューターなどの情報機器を用いて
曲線を表すなどして、媒介変数や極座標およ
び複素数平面の考えを問題解決に活用した
り、解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりするこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を平面上の曲線や複素数平面の考えを
用いて考察するよさを認識し、問題解決にそ
れらを活用しようとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しようとしたりしてい
る。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○

○ ○ 32

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

A ベクトル
【知識及び技能】
ベクトルについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
大きさと向きをもった量に着目
し、演算法則やその図形的な意味
を考察する力、数学的な表現を用
いて事象を簡潔・明瞭・的確に表
現する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く柔軟に
考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

1　ベクトル
2　ベクトルの演算
3　ベクトルの成分
4　ベクトルの内積
5　位置ベクトル
6　ベクトルの図形への応用
7　図形のベクトルによる表示
8　空間の点
9　空間のベクトル
10　ベクトルの成分
11　ベクトルの内積
12　ベクトルの図形への応用
13　座標空間における図形
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①平面上のベクトルの意味、相等、和、差、
実数倍、位置ベクトル、ベクトルの成分表示
について理解することができる。
②ベクトルの内積及びその基本的な性質につ
いて理解することができる。
③座標及びベクトルの考えが平面から空間に
拡張できることを理解することができる。
【思考・判断・表現】
①実数などの演算の法則と関連付けて、ベク
トルの演算法則を考察することができる。
②ベクトルやその内積の基本的な性質などを
用いて、平面図形や空間図形の性質を見いだ
したり、多面的に考察したりすることができ
る。
③数量や図形及びそれらの関係に着目し、日
常の事象や社会の事象などを数学的に捉え、
問題を解決したり、解決の過程を振り返って
事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考
察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象をベクトルの考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しよう
としたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき
判断しようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○

2

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

態
配当
時数

数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 2

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科

（　①：兼近　） （　②：兼近　） （　③：田村　）

数学Ｃ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその
図形的な意味を考察する力、図形や図形の構造に着
目し、それらの性質を統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創
造性の基礎を養う。

高等学校　数学Ｃ（数研出版）

数学



70

合計

○

３
学
期

問題演習 問題演習 問題演習

２
学
期

定期考査
○

○ ○ 39

B 平面上の曲線と複素数平面
【知識及び技能】
平面上の曲線や複素数平面につい
ての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象
を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
図形や図形の構造に着目し、それ
らの性質を統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する
力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く柔軟に
考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

1　複素数平面
2　複素数の極形式
3　ド・モアブルの定理
4　複素数と図形
5　放物線
6　楕円
7　双曲線
8　２次曲線の平行移動
9　２次曲線と直線
10 ２次曲線の性質
11 曲線の媒介変数表示
12 極座標と極方程式
13 コンピューターの利用

【知識・技能】
①放物線、楕円、双曲線が二次式で表される
こと及びそれらの二次曲線の基本的な性質に
ついて理解することができる。
②曲線の媒介変数表示について理解すること
ができる。
③極座標の意味及び曲線が極方程式で表され
ることについて理解することができる。
④複素数平面と複素数の極形式、複素数の実
数倍、和、差、積及び商の図形的な意味を理
解することができる。
⑤ド・モアブルの定理について理解すること
ができる。
【思考・判断・表現】
①放物線、楕円、双曲線を相互に関連付けて
捉え、考察することができる。
②複素数平面における図形の移動などと関連
付けて、複素数の演算や累乗根などの意味を
考察したりすることができる。
③日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、コンピューターなどの情報機器を用いて
曲線を表すなどして、媒介変数や極座標およ
び複素数平面の考えを問題解決に活用した
り、解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりするこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を平面上の曲線や複素数平面の考えを
用いて考察するよさを認識し、問題解決にそ
れらを活用しようとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しようとしたりしてい
る。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○

2



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
○ ○

A 数学Ⅰ　基本
【知識及び技能】
数と式，図形と計量，二次関数及
びデータの分析についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに，事象を数学化し
たり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
命題の条件や結論に着目し，数や
式を多面的にみたり目的に応じて
適切に変形したりする力，図形の
構成要素間の関係に着目し，図形
の性質や計量について論理的に考
察し表現する力，関数関係に着目
し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連
付けて考察する力，社会の事象な
どから設定した問題について，
データの散らばりや変量間の関係
などに着目し，適切な手法を選択
して分析を行い，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に
考察し判断したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　数と式
2　集合と命題
3　２次関数
4　図形と計量
5　データの分析

【知識・技能】
①数と式の知識及び技能を身に付けることが
できる。
②集合と命題の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
③２次関数の知識及び技能を身に付けること
ができる。
④図形と計量の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
⑤データの分析の知識及び技能を身に付ける
ことができる。
【思考・判断・表現】
①数と式の思考力，判断力，表現力等を身に
付けることができる。
②集合と命題の思考力，判断力，表現力等を
身に付けることができる。
③２次関数の思考力，判断力，表現力等を身
に付けることができる。
④図形と計量の思考力，判断力，表現力等を
身に付けることができる。
⑤データの分析の思考力，判断力，表現力等
を身に付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○

態
配当
時数

1

○ ○ 10

【知識・技能】
①場合の数と確率の知識及び技能を身に付け
ることができる。
②図形の性質の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
③数学と人間の活動の知識及び技能を身に付
けることができる。
【思考・判断・表現】
①場合の数と確率の思考力，判断力，表現力
等を身に付けることができる。
②図形の性質の思考力，判断力，表現力等を
身に付けることができる。
③数学と人間の活動の思考力，判断力，表現
力等を身に付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

1　場合の数と確率
2　図形の性質
3　数学と人間の活動

B 数学A　基本
【知識及び技能】
図形の性質，場合の数と確率につ
いての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，数
学と人間の活動の関係について認
識を深め，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係などに着
目し，図形の性質を見いだし，論
理的に考察する力，不確実な事象
に着目し，確率の性質などに基づ
いて事象の起こりやすさを判断す
る力，数学と人間の活動との関わ
りに着目し，事象に数学の構造を
見いだし，数理的に考察する力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 5

1

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○

数学ⅠＡ演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅰ・Ａの分野における基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数学Ⅰ・Ａの内容を活用して事象を論理的に考察す
る力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合
的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとす
る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

高等学校　数学Ⅰ　・　高等学校　数学Ａ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

（　①：木原　） （　②：木原　）

数学 数学ⅠＡ演習
数学 数学ⅠＡ演習 2

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科



1

〇 〇 〇 10

定期考査
○ ○

70

合計

３
学
期

問題演習 問題演習 問題演習

定期考査

定期考査

○ ○

○ ○

D 数学A　応用
【知識及び技能】
図形の性質，場合の数と確率につ
いての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，数
学と人間の活動の関係について認
識を深め，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係などに着
目し，図形の性質を見いだし，論
理的に考察する力，不確実な事象
に着目し，確率の性質などに基づ
いて事象の起こりやすさを判断す
る力，数学と人間の活動との関わ
りに着目し，事象に数学の構造を
見いだし，数理的に考察する力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　場合の数と確率
2　図形の性質
3　数学と人間の活動

【知識・技能】
①場合の数と確率の知識及び技能を身に付け
ることができる。
②図形の性質の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
③数学と人間の活動の知識及び技能を身に付
けることができる。
【思考・判断・表現】
①場合の数と確率の思考力，判断力，表現力
等を身に付けることができる。
②図形の性質の思考力，判断力，表現力等を
身に付けることができる。
③数学と人間の活動の思考力，判断力，表現
力等を身に付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

〇

２
学
期

C 数学Ⅰ　応用
【知識及び技能】
数と式，図形と計量，二次関数及
びデータの分析についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに，事象を数学化し
たり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
命題の条件や結論に着目し，数や
式を多面的にみたり目的に応じて
適切に変形したりする力，図形の
構成要素間の関係に着目し，図形
の性質や計量について論理的に考
察し表現する力，関数関係に着目
し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連
付けて考察する力，社会の事象な
どから設定した問題について，
データの散らばりや変量間の関係
などに着目し，適切な手法を選択
して分析を行い，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に
考察し判断したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　数と式
2　集合と命題
3　２次関数
4　図形と計量
5　データの分析

【知識・技能】
①数と式の知識及び技能を身に付けることが
できる。
②集合と命題の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
③２次関数の知識及び技能を身に付けること
ができる。
④図形と計量の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
⑤データの分析の知識及び技能を身に付ける
ことができる。
【思考・判断・表現】
①数と式の思考力，判断力，表現力等を身に
付けることができる。
②集合と命題の思考力，判断力，表現力等を
身に付けることができる。
③２次関数の思考力，判断力，表現力等を身
に付けることができる。
④図形と計量の思考力，判断力，表現力等を
身に付けることができる。
⑤データの分析の思考力，判断力，表現力等
を身に付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

1

〇 〇 5

1

１
学
期



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

A 数学Ⅱ　基本
【知識及び技能】
いろいろな式，図形と方程式，指
数関数・対数関数，三角関数及び
微分・積分の考えについての基本
的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
数の範囲や式の性質に着目し，等
式や不等式が成り立つことなどに
ついて論理的に考察する力，座標
平面上の図形について構成要素間
の関係に着目し，方程式を用いて
図形を簡潔・明瞭・的確に表現し
たり，図形の性質を論理的に考察
したりする力，関数関係に着目
し，事象を的確に表現してその特
徴を数学的に考察する力，関数の
局所的な変化に着目し，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過
程や結果を振り返って統合的・発
展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　式と証明
2　複素数と方程式
3　図形と方程式
4　三角関数
5　指数関数と対数関数
6　微分法と積分法

【知識・技能】
①式と証明の知識及び技能を身に付けること
ができる。
②複素数と方程式の知識及び技能を身に付け
ることができる。
③図形と方程式の知識及び技能を身に付ける
ことができる。
④三角関数の知識及び技能を身に付けること
ができる。
⑤指数関数及び対数関数の知識及び技能を身
に付けることができる。
⑥微分法と積分法の知識及び技能を身に付け
ることができる。
【思考・判断・表現】
①式と証明の思考力，判断力，表現力等を身
に付けることができる。
②複素数と方程式の思考力，判断力，表現力
等を身に付けることができる。
③図形と方程式の思考力，判断力，表現力等
を身に付けることができる。
④三角関数の思考力，判断力，表現力等を身
に付けることができる。
⑤指数関数及び対数関数の思考力，判断力，
表現力等を身に付けることができる。
⑥微分法と積分法の知識及び技能を身に付け
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○

態
配当
時数

1

○ ○ 14

Ｂ数学Ｂ　基本
【知識及び技能】
数列，統計的な推測についての基
本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，数学と社会
生活の関わりについて認識を深
め，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
離散的な変化の規則性に着目し，
事象を数学的に表現し考察する
力，確率分布や標本分布の性質に
着目し，母集団の傾向を推測し判
断したり，標本調査の方法や結果
を批判的に考察したりする力，日
常の事象や社会の事象を数学化
し，問題を解決したり，解決の過
程や結果を振り返って考察したり
する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　数列
2　統計的な推測
3　数学と社会生活

【知識・技能】
①数列の知識及び技能を身に付けることがで
きる。
②統計的推測の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
③数学と社会生活の知識及び技能を身に付け
ることができる。
【思考・判断・表現】
①数列の思考力，判断力，表現力等を身に付
けることができる。
②統計的な推測の思考力，判断力，表現力等
を身に付けることができる。
③数学と社会生活の思考力，判断力，表現力
等を身に付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 6

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○

数学ⅡＢ演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅱ・Ｂの分野における基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数学Ⅱ・Ｂの内容を活用して事象を論理的に考察す
る力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合
的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとす
る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

高等学校　数学Ⅱ　・　高等学校　数学Ｂ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

（　①：岡﨑　） （　②：岡﨑　） （　③：木原　） （　④：木原　）

数学 数学ⅡＢ演習
数学 数学ⅡＢ演習 2

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科



1

〇 〇 〇 14

定期考査
○ ○

70

合計

３
学
期

問題演習 問題演習 問題演習

定期考査 ○ ○

Ｄ数学Ｂ　応用
【知識及び技能】
数列，統計的な推測についての基
本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，数学と社会
生活の関わりについて認識を深
め，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
離散的な変化の規則性に着目し，
事象を数学的に表現し考察する
力，確率分布や標本分布の性質に
着目し，母集団の傾向を推測し判
断したり，標本調査の方法や結果
を批判的に考察したりする力，日
常の事象や社会の事象を数学化
し，問題を解決したり，解決の過
程や結果を振り返って考察したり
する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　数列
2　統計的な推測
3　数学と社会生活

【知識・技能】
①数列の知識及び技能を身に付けることがで
きる。
②統計的推測の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
③数学と社会生活の知識及び技能を身に付け
ることができる。
【思考・判断・表現】
①数列の思考力，判断力，表現力等を身に付
けることができる。
②統計的な推測の思考力，判断力，表現力等
を身に付けることができる。
③数学と社会生活の思考力，判断力，表現力
等を身に付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

〇 〇

定期考査
○

２
学
期

Ｃ 数学Ⅱ　応用
【知識及び技能】
いろいろな式，図形と方程式，指
数関数・対数関数，三角関数及び
微分・積分の考えについての基本
的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
数の範囲や式の性質に着目し，等
式や不等式が成り立つことなどに
ついて論理的に考察する力，座標
平面上の図形について構成要素間
の関係に着目し，方程式を用いて
図形を簡潔・明瞭・的確に表現し
たり，図形の性質を論理的に考察
したりする力，関数関係に着目
し，事象を的確に表現してその特
徴を数学的に考察する力，関数の
局所的な変化に着目し，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過
程や結果を振り返って統合的・発
展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　式と証明
2　複素数と方程式
3　図形と方程式
4　三角関数
5　指数関数と対数関数
6　微分法と積分法

【知識・技能】
①式と証明の知識及び技能を身に付けること
ができる。
②複素数と方程式の知識及び技能を身に付け
ることができる。
③図形と方程式の知識及び技能を身に付ける
ことができる。
④三角関数の知識及び技能を身に付けること
ができる。
⑤指数関数及び対数関数の知識及び技能を身
に付けることができる。
⑥微分法と積分法の知識及び技能を身に付け
ることができる。
【思考・判断・表現】
①式と証明の思考力，判断力，表現力等を身
に付けることができる。
②複素数と方程式の思考力，判断力，表現力
等を身に付けることができる。
③図形と方程式の思考力，判断力，表現力等
を身に付けることができる。
④三角関数の思考力，判断力，表現力等を身
に付けることができる。
⑤指数関数及び対数関数の思考力，判断力，
表現力等を身に付けることができる。
⑥微分法と積分法の知識及び技能を身に付け
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

〇 6

○ 1

Ｂ数学Ｂ　基本
【知識及び技能】
数列，統計的な推測についての基
本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，数学と社会
生活の関わりについて認識を深
め，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
離散的な変化の規則性に着目し，
事象を数学的に表現し考察する
力，確率分布や標本分布の性質に
着目し，母集団の傾向を推測し判
断したり，標本調査の方法や結果
を批判的に考察したりする力，日
常の事象や社会の事象を数学化
し，問題を解決したり，解決の過
程や結果を振り返って考察したり
する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

1　数列
2　統計的な推測
3　数学と社会生活

【知識・技能】
①数列の知識及び技能を身に付けることがで
きる。
②統計的推測の知識及び技能を身に付けるこ
とができる。
③数学と社会生活の知識及び技能を身に付け
ることができる。
【思考・判断・表現】
①数列の思考力，判断力，表現力等を身に付
けることができる。
②統計的な推測の思考力，判断力，表現力等
を身に付けることができる。
③数学と社会生活の思考力，判断力，表現力
等を身に付けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①事象を数学を用いて考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 6

1

１
学
期



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
電子の比電荷の測定
光量子仮説
X線の粒子性とコンプトン効果
ラザフォードの原子模型
原子核の構成（同位体）
核反応
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・電子のエネルギー準位について、原子モデ
ルを参考に理解する。
・スペクトルなどについて、観察、実験など
に関する技能を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・電子について、観察、実験を通して探求
し、現象の規則性や関係性を見出して表現で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

○ ○

【知識・技能】
・熱エネルギーを日常生活と関連付けて考え
ることができるようになる。
【思考・判断・表現】
・熱と気体について、観察、実験を通して探
求し、規則性や関係性を見出して表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

○ ○ ○ 45

○ ○

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 1

○波動（波の性質と音波）
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

○波動（光波）
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
音の基本的な性質
音の反射と屈折
音の干渉
うなり（復習）
ドップラー効果（復習）
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・波動の現象についてを日常生活と関連付け
て考えることができるようになる。
【思考・判断・表現】
・波の基本的な性質について、観察、実験を
通して探求し、波の表し方や音波における規
則性を見出して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

1

○ ○ ○

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・ワークシートおよび報告書などの提出物
・実験やグループ活動での視察
・生徒の自己評価および生徒相互の評価

・定期考査での論述問題
・授業中での発問や発表
・プレゼンテーションの発表内容と発表方法

・授業での学習に対する態度
・実験やグループ活動での参加する態度
・ワークシートや報告者、問題集などの提出物

数研出版　物理

理科

【 知　識　及　び　技　能 】学習した物理の基本的な概念や原理・法則が正しく理解している。

科学的・論理的に思考し、判断している。

物理的な事物・現象に対して主体的に関わり、理解している。

（①組：神﨑　　） （②組：神﨑　　）

理科 物理
理科 物理 4

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科

○ ○ ○

40

21

３
学
期

1

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

・指導事項
光の反射と屈折
レンズと鏡
ヤングの実験
回折格子
干渉（薄膜、くさび形、ニュート
ンリング）
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・波動の現象についてを日常生活と関連付け
て考えることができるようになる。
【思考・判断・表現】
・波の基本的な性質について、観察、実験を
通して探求し、波の表し方や音波における規
則性を見出して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

○ 30

○熱と気体
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
ボイル・シャルルの法則
気体の状態方程式
気体分子運動論
熱力学第一法則
気体の状態変化
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

○原子
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

定期考査



140

合計

３
学
期



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

合計

・指導事項
平行電流が及ぼしあう力
ローレンツ力
電磁誘導の法則
自己誘導・相互誘導
共振、電気振動

・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・電気の性質とエネルギーを日常生活と関連
付けて考えることができるようになる。
【思考・判断・表現】
・電気の性質とエネルギーについて、観察、
実験を通して探求し、運動の表し方、様々な
力とその働き、力学的エネルギーにおける規
則性や関係性を見出して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

○ ○

【知識・技能】
・電気の性質とエネルギーを日常生活と関連
付けて考えることができるようになる。
【思考・判断・表現】
・電気の性質とエネルギーについて、観察、
実験を通して探求し、運動の表し方、様々な
力とその働き、力学的エネルギーにおける規
則性や関係性を見出して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

○ ○ ○ 28

○ ○

定期考査 ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 1

○力学
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

○力学
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
力のモーメントのつりあい
運動量と力積の関係
等速円運動
慣性力
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・運動とエネルギーについてを日常生活と関
連付けて考えることができるようになる。
【思考・判断・表現】
・波の基本的な性質について、観察、実験を
通して探求し、波の表し方や音波における規
則性を見出して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

1

○ ○ ○

物理演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・ワークシートおよび報告書などの提出物
・実験やグループ活動での視察
・生徒の自己評価および生徒相互の評価

・定期考査での論述問題
・授業中での発問や発表
・プレゼンテーションの発表内容と発表方法

・授業での学習に対する態度
・実験やグループ活動での参加する態度
・ワークシートや報告者、問題集などの提出物

数研出版　物理

理科

【 知　識　及　び　技　能 】学習した物理の基本的な概念や原理・法則が正しく理解している。

科学的・論理的に思考し、判断している。

物理的な事物・現象に対して主体的に関わり、理解している。

（①組：神﨑　　） （②組：神﨑　　）

理科 物理演習
理科 物理演習 2

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科

○ ○ ○

13

6

３
学
期

1

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

・指導事項
単振動
万有引力
万有引力による位置エネルギー
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・運動とエネルギーについてを日常生活と関
連付けて考えることができるようになる。
【思考・判断・表現】
・波の基本的な性質について、観察、実験を
通して探求し、波の表し方や音波における規
則性を見出して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察や実験の結果などについて話し合いを
行い、積極的に取り組むことができている
か。学習内容について主体的に関わり、科学
的に探究しようとしているか。

○ 19

○電気と磁気
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
電気量保存則、クーロンの法則
コンデンサー
キルヒホッフの法則
コンデンサーを含む回路

・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

○電気と磁気
【知識及び技能】
日常生活と関連付けて考えることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを通して探求し、規
則性や関係性を見出して表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

化学が果たす役割について，観察，実験などを通して探究し，見いだして表現する。

化学が果たす役割に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

東京書籍　化学　　２東書化学701・702

　　　　　　　　　　　　　　　　

理科 化学演習
理科 化学演習 6

理科

【 知　識　及　び　技　能 】化学が果たす役割について，理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。

化学演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

化学が果たす役割についての実験などを通し
て，その基本的な概念や原理・原則などを理解
しているとともに，科学的に探究するために必
要な実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技術を身に付けている。

化学が果たす役割について，問題を見いだし見
通しをもって実験などを行い，科学的に考察し
表現しているなど，科学的に探究している。

化学が果たす役割について主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。

態
配当
時数

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

E 単元　化学反応と熱・光
【知識及び技能】化学反応とエネル
ギーについて，化学反応と熱・光の
ことを理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学
反応とエネルギーについて，観察，
実験などを通して探究し，化学反応
と熱・光について見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】化学
反応と熱・光に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
　　反応とエンタルピー変化
　　ヘスの法則
　　光とエネルギー
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】化学反応とエネルギーについ
ての実験などを通して，化学反応と熱・光の
基本的な概念や原理・原則などを理解してい
るとともに，科学的に探究するために必要な
実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】化学反応と熱・光につ
いて，問題を見いだし見通しをもって実験な
どを行い，科学的に考察し表現しているな
ど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】化学反応と
熱・光について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○ 14

I 単元　水溶液中の化学平衡
【知識及び技能】化学反応と化学平
衡について，電離平衡のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】化学
反応と化学平衡について，観察，実
験などを通して探究し，電離平衡に

ついて見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】電離
平衡について主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしてい

る。

・指導事項
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】化学反応と化学平衡について
の実験などを通して，電離平衡の基本的な概
念や原理・原則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技術

を身に付けている。
【思考・判断・表現】電離平衡について，問
題を見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学

的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】電離平衡に
ついて主体的に関わり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に探究しようと

している。

○ ○ ○ 36

F 単元　化学反応と熱・光
【知識及び技能】化学反応とエネル
ギーについて，化学反応と熱・光の
ことを理解し，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学
反応とエネルギーについて，観察，
実験などを通して探究し，化学反応
と熱・光について見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】化学
反応と熱・光に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】化学反応とエネルギーについ
ての実験などを通して，化学反応と熱・光の
基本的な概念や原理・原則などを理解してい
るとともに，科学的に探究するために必要な
実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】化学反応と熱・光につ
いて，問題を見いだし見通しをもって実験な
どを行い，科学的に考察し表現しているな
ど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】化学反応と
熱・光について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○ 24

定期考査
○ ○ 1

H 単元　化学平衡
【知識及び技能】化学反応と化学平
衡について，化学平衡とその移動を
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】化学
反応と化学平衡について，観察，実
験などを通して探究し，化学平衡と
その移動について見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】化学
平衡とその移動に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度を養う。

・指導事項
　　可逆反応と化学平衡
　　平衡の移動
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】化学反応と化学平衡について
の実験などを通して，化学平衡とその移動の
基本的な概念や原理・原則などを理解してい
るとともに，科学的に探究するために必要な
実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】化学平衡とその移動に
ついて，問題を見いだし見通しをもって実験
などを行い，科学的に考察し表現しているな
ど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】化学平衡と
その移動について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。



１
学
期

1
定期考査

○ ○

12

O単元　有機化合物の特徴と構造
【知識及び技能】有機化合物につい
て，理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。【思考力、判断力、表現力
等】有機化合物について，観察，実
験などを通して探究し，見いだして
表現する。【学びに向かう力、人間
性等】有機化合物に関する事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度を養う。

・指導事項
　有機化合物の特徴
　有機化合物の構造式の決定

・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】有機化合物についての実験な
どを通して，その基本的な概念や原理・原則
などを理解しているとともに，科学的に探究
するために必要な実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】有機化合物について，
問題を見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学
的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】有機化合物
について主体的に関わり，見通しをもったり
振り返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

○ ○

P単元　炭化水素
【知識及び技能】有機化合物につい
て，炭化水素のことを理解するとと
もに，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】有機
化合物について，観察，実験などを
通して探究し，炭化水素について見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】炭化
水素に関する事物・現象に主体的に
関わり，科学的に探究しようとする
態度を養う。

・指導事項
　飽和炭化水素
　不飽和炭化水素
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】有機化合物についての実験な
どを通して，炭化水素の基本的な概念や原
理・原則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技術を身に付
けている。
【思考・判断・表現】炭化水素について，問
題を見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学
的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】炭化水素に
ついて主体的に関わり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 12

12

R 単元　芳香族化合物
【知識及び技能】有機化合物につい
て，芳香族化合物のことを理解する
とともに，それらの観察，実験など
に関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】有機
化合物について，観察，実験などを
通して探究し，芳香族化合物につい
て見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】芳香
族化合物に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
　芳香族炭化水素
　フェノール類と芳香族カルボン
酸
　芳香族アミンとアゾ化合物
　芳香族化合物の分離
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

○ ○ 18

S単元高分子化合物とは何か
【知識及び技能】高分子化合物につ
いて，理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】高分
子化合物について，観察，実験など
を通して探究し，見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】高分
子化合物に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
　高分子化合物の分類と特徴
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】高分子化合物についての実
験などを通して，天然高分子化合物の基本的
な概念や原理・原則などを理解しているとと
もに，科学的に探究するために必要な実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技
術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】天然高分子化
合物について，問題を見いだし見通しをもっ
て実験などを行い，科学的に考察し表現して
いるなど，科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】天然高分子化
合物について主体的に関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査

２
学
期

Q 単元　アルコールと関連化合物
【知識及び技能】・有機化合物につ
いて，官能基をもつ化合物のことを
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】有機
化合物について，観察，実験などを
通して探究し，官能基をもつ化合物
について見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】官能
基をもつ化合物に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度を養う。

・指導事項
　アルコールとエーテル
　アルデヒドとケトン
　カルボン酸
　エステル・油脂・せっけん
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】有機化合物についての実験な
どを通して，官能基をもつ化合物の基本的な
概念や原理・原則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】官能基をもつ化合物に
ついて，問題を見いだし見通しをもって実験
などを行い，科学的に考察し表現しているな
ど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】官能基をも
つ化合物について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○

【知識・技能】有機化合物についての実験な
どを通して，芳香族化合物の基本的な概念や
原理・原則などを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技術を身に
付けている。
【思考・判断・表現】芳香族化合物につい
て，問題を見いだし見通しをもって実験など
を行い，科学的に考察し表現しているなど，
科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】芳香族化合
物について主体的に関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

○

I 単元　水溶液中の化学平衡
【知識及び技能】化学反応と化学平
衡について，電離平衡のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】化学
反応と化学平衡について，観察，実
験などを通して探究し，電離平衡に

ついて見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】電離
平衡について主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしてい

る。

・指導事項
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】化学反応と化学平衡について
の実験などを通して，電離平衡の基本的な概
念や原理・原則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技術

を身に付けている。
【思考・判断・表現】電離平衡について，問
題を見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学

的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】電離平衡に
ついて主体的に関わり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に探究しようと

している。

○ ○ ○ 36

○ ○ 1
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28

合計

○ ○

共通テスト
私大　学力検査
国公立二次　学力検査に対応できる
力をつけるための問題演習を行う。

・指導事項
　化学全般にわたる
・教材　セミナー（問題集）
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

定期考査
1

【知識・技能】，科学的に探究するために必
要な実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】科学的に探究してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】化学反応と
熱・光について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

10

S単元高分子化合物とは何か
【知識及び技能】高分子化合物につ
いて，理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】高分
子化合物について，観察，実験など
を通して探究し，見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】高分
子化合物に関する事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
　高分子化合物の分類と特徴
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】高分子化合物についての実
験などを通して，天然高分子化合物の基本的
な概念や原理・原則などを理解しているとと
もに，科学的に探究するために必要な実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技
術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】天然高分子化
合物について，問題を見いだし見通しをもっ
て実験などを行い，科学的に考察し表現して
いるなど，科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】天然高分子化
合物について主体的に関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○ 10

２
学
期

３
学
期

○ ○

U単元　合成高分子化合物
【知識及び技能】高分子化合物につ
いて，合成高分子化合物のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】高分
子化合物について，観察，実験など
を通して探究し，合成高分子化合物
について見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】合成
高分子化合物に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
　合成繊維
　合成樹脂
　ゴム
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】高分子化合物についての実験
などを通して，合成高分子化合物の基本的な
概念や原理・原則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】合成高分子化合物につ
いて，問題を見いだし見通しをもって実験な
どを行い，科学的に考察し表現しているな
ど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】合成高分子
化合物について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○

T 単元　天然高分子化合物
【知識及び技能】高分子化合物につ
いて，天然高分子化合物のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】高分
子化合物について，観察，実験など
を通して探究し，天然高分子化合物
について見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】天然
高分子化合物に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
　単糖類と二糖類
　多糖類
　アミノ酸
　タンパク質
・教材　セミナー（問題集）
　　　　重要問題集
　サイエンスビュー（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】高分子化合物についての実験
などを通して，天然高分子化合物の基本的な
概念や原理・原則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】天然高分子化合物につ
いて，問題を見いだし見通しをもって実験な
どを行い，科学的に考察し表現しているな
ど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】天然高分子
化合物について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○ ○ 12



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択（A～H組）

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

定期考査
○ ○ 1

〇 31

〇 〇 〇 20

G単元　細胞と分子
【知識及び技能】細胞と分子につ
いて理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】細
胞と分子ついて，観察，実験など
を通して探究し，生命活動との関
わりについて見いだして表現す

・指導事項
　　生体物質と細胞
　　タンパク質の構造と性質
　　酵素
　　細胞膜とタンパク質
・教材　セミナー（問題集）
　スクエア（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】細胞と分子について理解する
とともに，科学的に探究するために必要な実
験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】細胞と分子について，
問題を見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学
的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】細胞と分子

〇 〇 〇 20

藤山　悠太郎

理科 生物演習
理科 生物演習 6

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科

生物演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物の共通性と多様性、構造と機能についての
実験などを通して，その基本的な概念や原理・
原則などを理解しているとともに，科学的に探
究するために必要な実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技術を身に付けている。

生物の共通性と多様性、構造と機能について、
問題を見いだし見通しをもって実験などを行

い，科学的に考察し表現しているなど，科学的
に探究している。

生物の共通性と多様性、構造と機能についてに
ついて主体的に関わり，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に探究しようとして

いる。

数研出版　生物　104数研生物704

理科

【 知　識　及　び　技　能 】生物の共通性と多様性、構造と機能について理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付ける。

生物の共通性と多様性、構造と機能について観察、実験などを通して探求し、見出して表現する。

生物の共通性と多様性、構造と機能に関する事物・現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　代謝
【知識及び技能】呼吸や光合成な
どの代謝についての理解ととも
に，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】光
合成や呼吸などの代謝について，
観察，実験などを通して探究し，
生命活動としての代謝について見

・指導事項
　　異化
　　同化
・教材　セミナー（問題集）
　スクエア（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】呼吸や光合成などの代謝につ
いての理解とともに，科学的に探究するため
に必要な実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】光合成や呼吸などの代
謝について，問題を見いだし見通しをもって
実験などを行い，科学的に考察し表現してい
るなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】代謝に関す

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

30

定期考査 ○ ○ 1

B 単元　遺伝情報の発現と発生
【知識及び技能】DNAの構造から複
製，タンパク質合成，遺伝情報の
発現，生殖と発生について理解す
るとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】DNA
の構造から複製，タンパク質合
成、遺伝情報の発現、生殖と発生

・指導事項
　　遺伝情報の発現
　　発生
　　バイオテクノロジー
・教材　セミナー（問題集）
　スクエア（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】DNAの構造から複製，タンパ
ク質合成，遺伝情報の発現，生殖と発生など
を理解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】DNAの構造から複製，
タンパク質合成，遺伝情報の発現，生殖と発
生について，問題を見いだし見通しをもって
実験などを行い，科学的に考察し表現するな

○ ○ ○

50

C 単元　生物の環境応答
【知識及び技能】動物の反応と行
動や植物の環境応答から，生物の
構造と機能について理解するとと
もに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。。
【思考力、判断力、表現力等】
動物の反応と行動や植物の環境応
答に関する，実験・動画や図説な

・指導事項
　　動物の反応と行動
　　植物の環境応答
・教材　セミナー（問題集）
　スクエア（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】動物や植物の構造と機能につ
いて理解するとともに，科学的に探究するた
めに必要な資料などを利用して理解を深めて
いる。
【思考・判断・表現】動物の反応と行動や植
物の環境応答について，実験・動画や図説な
どを通して見通しをもって資料の活用などを
行い，科学的に考察し表現しているなど，科
学的に探究している。

○ ○ ○

1

２
学
期

E単元　生物群集と生態系
【知識及び技能】生物群集と生態
系について理解するとともに，個
体郡内や異なる種の個体群間の関
係，生態系と物質生産と物質循
環，人間生活と生態系について理
解する。
【思考力，判断力，表現力等】生
物群集と生態系について理解する

・指導事項
　　個体郡内の構造と性質
　　個体郡内個体群間の関係
　　生態系と物質生産と物質循環
　　生態系と人間生活

・教材　セミナー（問題集）
　スクエア（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】生物群集と生態系についての
理解とともに，個体郡内や異なる種の個体群
間の関係，生態系と物質生産と物質循環，人
間生活と生態系についての理解と科学的に探
究するために必要な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】生物群集と生態系につ
いて理解し，問題を見いだし科学的に考察し
表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】生物群集と

〇 〇 〇 35

ABCDEFG単元　総合演習

定期考査
○ ○

定期考査 ○ ○

F単元　生物の進化
【知識及び技能】生命の起源およ
び生物の変遷と進化のしくみ、分
子進化や種の概念と分類から生物
の多様性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
進化・系統にについて，動画や図
説などを通して探究し，系統や生
物多様性について見いだして表現

・指導事項
　　細胞とDNAの復習
　　生物の進化の変遷
　　生物の分類と系統
　
・教材　セミナー（問題集）
　スクエア（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】生命の起源および生物の変遷
と進化のしくみ、分子進化や種の概念と分類
から生物の多様性を理解しているとともに、
科学的に探究するために必要な資料などを利
用して理解を深めている。
【思考・判断・表現】進化・系統についてそ
の共通性と多様性を見いだし見通しをもって
資料の活用などを行い，科学的に考察し表現
しているなど，科学的に探究している。

３
学
期

・指導事項
　　「生物」の全範囲の演習
　
　
・教材　XAM　総合問題
　スクエア（図説）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】生物の進化，生命現象と物
質，遺伝情報の発現と発生，生物の環境応
答。生態と環境を理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な実験などを通し
た問題演習の技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】生物の進化，生命現象
と物質，遺伝情報の発現と発生，生物の環境
応答。生態と環境について，問題を見いだし
見通しをもって問題演習を行い，科学的に考

〇 〇



３
学
期

210

合計



年間授業計画

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科　保健体育  科目　体育
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者：（A組～Ｈ組　倉口・脇山・石塚・坂本・西田・橋本

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

A 体育理論
【知識及び技能】スポーツの文化的
特性や現代のスポーツの発展につい
て理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ス
ポーツの文化的特性や現代のスポー
ツの発展について，課題を発見し，
よりよい解決に向けて思考し判断す
るとともに，他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】ス
ポーツの文化的特性や現代のスポー
ツの発展についての学習に自主的に
取り組むこと。

スポーツの歴史的発展と多様な変
化
現代のスポーツの意義や価値
スポーツの経済的効果と高潔さ
スポーツが環境や社会にもたらす
影響

【知識及び技能】スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文
化的特性や現代のスポーツの発展について，
課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】スポーツの
文化的特性や現代のスポーツの発展について
の学習に自主的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 3

D 球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応
じた技能で仲間と連携しゲームを展
開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻防
などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】球技
に自主的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとするこ
と，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い教え
合おうとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

ネット型
バレーボール
ベースボール型
ソフトボール

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。

〇 〇 〇

新　高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に
付けるようにする。

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公正
に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果
たす，参画する，一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに，健康・
安全を確保して，生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

保健体育 体育 3

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



6

E 水泳
【知識及び技能】記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，
効率的に泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】泳法
などの自己や仲間の課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳
に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，水
泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することが
できるようにする。

水慣れ
クロール
平泳ぎ
スタート
タイム測定

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。クロールでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで長く泳
いだり速く泳いだりすることができる。平泳
ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

〇 〇 〇

１
学
期



3

25

25

12

〇

〇 〇

A 体育理論
【知識及び技能】スポーツの文化的
特性や現代のスポーツの発展につい
て理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ス
ポーツの文化的特性や現代のスポー
ツの発展について，課題を発見し，
よりよい解決に向けて思考し判断す
るとともに，他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】ス
ポーツの文化的特性や現代のスポー
ツの発展についての学習に自主的に
取り組むこと。

スポーツの歴史的発展と多様な変
化
現代のスポーツの意義や価値
スポーツの経済的効果と高潔さ
スポーツが環境や社会にもたらす
影響

【知識及び技能】スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文
化的特性や現代のスポーツの発展について，
課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】スポーツの
文化的特性や現代のスポーツの発展について
の学習に自主的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇

B 球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応
じた技能で仲間と連携しゲームを展
開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻防
などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】球技
に自主的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとするこ
と，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い教え
合おうとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

ネット型
バレーボール
ベースボール型
ソフトボール
ゴール型

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。ゴール型では，安定したボール操作と空
間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。

〇 〇

２
学
期

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。クロールでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで長く泳
いだり速く泳いだりすることができる。平泳
ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

〇

B 球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応
じた技能で仲間と連携しゲームを展
開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻防
などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】球技
に自主的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとするこ
と，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い教え
合おうとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

ネット型
バレーボール
ベースボール型
ソフトボール
ゴール型

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。ゴール型では，安定したボール操作と空
間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。

〇 〇

C 水泳
【知識及び技能】記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，
効率的に泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】泳法
などの自己や仲間の課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳
に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，水
泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することが
できるようにする。

個人メドレー
タイム測定



合計

ネット型
バレーボール
ベースボール型
ソフトボール
ゴール型

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。ゴール型では，安定したボール操作と空
間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。

〇 〇

105

〇 11
３
学
期

B 球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応
じた技能で仲間と連携しゲームを展
開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻防
などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】球技
に自主的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとするこ
と，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い教え
合おうとすることなどや，健康・安
全を確保すること。



年間授業計画

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科　保健体育  科目　スポーツ探究
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者：（A組～H組　石塚・橋本）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

D 水泳
【知識及び技能】記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，
効率的に泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】泳法
などの自己や仲間の課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳
に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，水
泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することが
できるようにする。

４泳法
個人メドレー
タイム測定

２名１組で編成した指導役が毎
時、指導案を作成し、種目の指導
に当たる。
指導案の修正や、教え方・伝え方
等を事前に話し合い、効果的な指
導法を学ぶ。

１
学
期

2
学
期

C 陸上競技
【知識及び技能】記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，
各種目特有の技能身に付けることが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】動き
などの自己や仲間の課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】陸上
競技に自主的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルール
やマナーを大切にしようとするこ
と，自己の責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保することがで
きるようにする。

短距離走・リレー
ハードル

２名１組で編成した指導役が毎
時、指導案を作成し、種目の指導
に当たる。
指導案の修正や、教え方・伝え方
等を事前に話し合い、効果的な指
導法を学ぶ。

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，課題解決の方法，競技会の仕方など
について理解している。ハードル走では，ス
ピードを維持した走りからハードルを低くリ
ズミカルに越すことができる。短距離走・リ
レーでは、体の真下近くに足を接地したり，
キックした足を素早く前に運んだりするなど
の動きで走ることができるようにする。ま
た、最も速く走ることのできるペース配分に
応じて動きを切り替えて走ることや、リレー
では，大きな利得距離を得るために，両走者
がスピードにのり，十分に腕を伸ばした状態
でバトンを渡すことができるようにする。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】陸上競技に
主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること，役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること，一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。

〇 〇

保健体育 スポーツ探究 2

D 水泳
【知識及び技能】記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，
効率的に泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】泳法
などの自己や仲間の課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳
に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，水
泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することが
できるようにする。

４泳法
個人メドレー
タイム測定

２名１組で編成した指導役が毎
時、指導案を作成し、種目の指導
に当たる。
指導案の修正や、教え方・伝え方
等を事前に話し合い、効果的な指
導法を学ぶ。

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。クロールでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで長く泳
いだり速く泳いだりすることができる。平泳
ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。主体的に運動に取り組み、より深く運動について学ぼうとする意欲・態度を醸成
できるようにする。

スポーツ探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新　高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，他の生徒に
指導でき、示範できるような技能を身に付けるようにする。

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公正
に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果
たす，参画する，一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに，健康・
安全を確保して，生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

10

8

12

〇

〇

〇 〇

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。クロールでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで長く泳
いだり速く泳いだりすることができる。平泳
ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

〇

〇

〇



【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。ゴール型では，安定したボール操作と空
間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし

ている。

〇 〇 〇 18

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。ゴール型では，安定したボール操作と空
間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし

ている。

〇 〇 〇 22

2
学
期 E球技

【知識及び技能】勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応
じた技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻防
などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える

こと。
【学びに向かう力、人間性等】球技
に自主的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとするこ
と，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い教え
合おうとすることなどや，健康・安

全を確保すること。

〇ネット型
バレーボール、バドミントン、卓
球、テニス
〇ベースボール型
ソフトボール
〇ゴール型
サッカー、ハンドボール、バス
ケットボール

２名１組で編成した指導役が毎
時、指導案を作成し、種目の指導
に当たる。
指導案の修正や、教え方・伝え方
等を事前に話し合い、効果的な指
導法を学ぶ。

E球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応
じた技能で仲間と連携しゲームを展

開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻防
などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える

こと。
【学びに向かう力、人間性等】球技
に自主的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとするこ
と，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること，互いに助け合い教え
合おうとすることなどや，健康・安

全を確保すること。

〇ネット型
バレーボール、バドミントン、卓
球、テニス
〇ベースボール型
ソフトボール
〇ゴール型
サッカー、ハンドボール、バス
ケットボール

２名１組で編成した指導役が毎
時、指導案を作成し、種目の指導
に当たる。
指導案の修正や、教え方・伝え方
等を事前に話し合い、効果的な指
導法を学ぶ。

３
学
期

D 水泳
【知識及び技能】記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，
効率的に泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】泳法
などの自己や仲間の課題を発見し，
合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水泳
に自主的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや，水
泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康・安全を確保することが
できるようにする。

４泳法
個人メドレー
タイム測定

２名１組で編成した指導役が毎
時、指導案を作成し、種目の指導
に当たる。
指導案の修正や、教え方・伝え方
等を事前に話し合い、効果的な指
導法を学ぶ。

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。クロールでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで長く泳
いだり速く泳いだりすることができる。平泳
ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

70

合計

8〇 〇〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A.B.C.E 組

教科担当者： （C組：田尻） （E組：田尻）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅲ
芸術 美術Ⅲ 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

（A組：　田尻） （B組：　田尻）

芸術に関する美術の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に着けるように
する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めると
ともに，意図に応じて表現方法を追求し，個性を生かして
創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と創造的な工
夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性を生か
して発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて美術や
美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができる
ようにする

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯に
わたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と
美意識を磨き，美術文化を尊重し，心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養う。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることが出来るようにする。

○

【知識・技能】
知」身体の軸と重心を把握しムーブマンを捉
え、ポーズの特徴を表す。線や明暗による表
現の効果、全体のイメージや作風などで捉え
ることを理解している。
「技」意図に応じて鉛筆などの特性や効果を
生かし表現方法を創意工夫し、個性豊かで創
造的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」対象から感じ取った印象などを基に、
線や明暗による表現の効果を考えたことなど
から主題を生成し、個性豊かで創造的な表現
の構想を練っている。
「鑑」造形的なよさや美しさを感じ取り、発
想や構想の独自性と表現の工夫などについて
多様な視点から考え、見方や感じ方を深めて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
「態表」線や明暗による表現の効果を考え、
工夫して表す創造的な諸活動に、主体的に取
り組もうとしている。
「態鑑」作品に表された線や明暗による表現
の効果などを見つめ、見方や感じ方を深める
鑑賞の創造的な諸活動に、主体的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○ 6

知 思 態

配
当
時
数

C 単元表現・鑑賞/絵画
身近な風景
【知識及び技能】
風景を切り取ることで生じる効果、
全体のイメージなどを捉える。
穴あきぺーじをつくり、自分なりの
切り取り方を工夫し、校内外の風景
を切り取り、スケッチをして構図
力、デッサン力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
切り取られた風景の効果や、それに
よってつくられる空間や風景のよさ
ら美しさについて考える。自分の作
品の構図の取り方にどう役立つかを
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
切り取られた風景の効果、そのよさ
や美しさなどを鑑賞する学習活動
に、主体的に取り組む。

風景を切り取ることで生じる効果
に気づきその効果によってつくら
れる空間や風景のよさや美しさに
ついて考えることを理解させる。
・校内外の気に入った風景写真
・ケント紙
・折り紙、色画用紙
・スプレーのり
・６H～６B鉛筆

○

B単元　表現・鑑賞/陶芸
 電動ろくろを用いて
（ワクワクする食器制作）
【知識及び技能】
電動ろくろの使い方から制作までの
テクニックを把握し、粘土の特性を
理解して重心やバランスを考えて大
きさと機能性、使いやすさも考慮し
て意図に応じて思いつきの形体では
なく表現方法を創意工夫して表す。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的な良さや美しさを考え創造的
な表現の構造を練ったり鑑賞したり
する。
【学びに向かう力、人間性等】
粘土の特性を生かして作成する。
ユニークな食器の表現方法の工夫な
どを紹介し合うことによって、お互
いの創造力や独創性を感じ取る。ま
た、見方や感じ方を深める表現や鑑
賞の創造的な諸活動に主体的に取り
組む。

〇信楽の赤土を用いて、電動ろく
ろによるデザイン性にとんだワク
ワクするような食器を制作する。
蓋つきでも良い。
クロッキーブック
６B
信楽の赤土
陶芸道具
一人一台端末の活用　等

○

○ ○ 6

【知識・技能】
電動ろくろを用いての制作のため菊練りから
水引きなど作品に取り組む前段階のテクニッ
クをマスターしたうえで制作に取り組む。陶
芸の粘土の特性に応じて重心やバランスを考
えながら創意工夫し、高台を削り、釉薬の働
きを理解して焼成後を見通して施釉をする。
【思考・判断・表現】
ワクワクする食器を考え表現の構想を練って
取り組み、機能性を考慮しながら個性豊かで
創造的に表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
素焼き、本焼きを経た粘度の良さや美しさを
感じ取る。造形を通して独創的でデザイン性
に富んだユニークな表現を工夫して行い、立
体を表す表現の創造的な諸活動に主体的に取
り込もうとしている。

○ ○ ○ 20○

１
学
期

A 単元表現・鑑賞／絵画
【知識及び技能】
ポーズを構成している身体の軸と重
心を把握し、プロポーションを捉え
る。線や明暗による表現の効果、全
体のイメージなどを捉え、鉛筆など
の特性を生かし表現方法を創意工夫
して表す。
作品を描いて得たものを、２分間で
１００文字以上に感想をまとめプレ
ゼンを行う。
【思考力、判断力、表現力等】
対象から感じ取った印象などを基
に、線や明暗による表現の効果を考
え、構想を練ったり鑑賞したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
線や明暗による表現の効果を考え、
工夫して表す創造活動に、主体的に
取り組む。

　
　

〇年間を通じて授業初めに、人物
クロッキーを行い、ポーズを構成
してる身体の軸と重心を把握し、
人体のプロポーション、ムーブマ
ンを捉え、線と明暗で表現する。
５～１０分クロッキー
教材
クロッキーブック
６B鉛筆
一人一台端末の活用　等

○

○

【知識・技能】
風景を切り取ることで生じる効果、全体のイ
メージなどを捉えることを理解してる。
【思考力、判断力、表現力等】
切り取られた風景の効果や、それによってつ
くられる空間や風景のよさら美しさについて
考え、見方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
切り取られた風景の効果、そのよさや美しさ
などを鑑賞する学習活動に、主体的に取り組
もうとしている。 ○



C 単元表現・鑑賞/絵画
身近な風景
【知識及び技能】
風景を切り取ることで生じる効果、
全体のイメージなどを捉える。
穴あきぺーじをつくり、自分なりの
切り取り方を工夫し、校内外の風景
を切り取り、スケッチをして構図
力、デッサン力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
切り取られた風景の効果や、それに
よってつくられる空間や風景のよさ
ら美しさについて考える。自分の作
品の構図の取り方にどう役立つかを
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
切り取られた風景の効果、そのよさ
や美しさなどを鑑賞する学習活動
に、主体的に取り組む。

風景を切り取ることで生じる効果
に気づきその効果によってつくら
れる空間や風景のよさや美しさに
ついて考えることを理解させる。
・校内外の気に入った風景写真
・ケント紙
・折り紙、色画用紙
・スプレーのり
・６H～６B鉛筆

○ ○ ○ 6

２
学
期

D 単元表現・鑑賞／デザイン
平面構成　　３課題各（８時時間）
【知識及び技能】
それぞれの作品の色彩や構図などに
着目し、全体のイメージや効果性に
伝えるための表現の工夫を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】
伝達目的や条件などを基に、発想や
構想の独自性と表現の工夫などにつ
いて考え、鑑賞する。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に伝えるための表現の工夫な
どを鑑賞する学習に、主体的に取り
組む。

　
　

過去の大学合格者の平面構成作品
を参考として平面構成を行う。
・参考作品
・ケント紙
・マスキングテープ
・アクリルガッシュ絵具セット
・鉛筆セット

○

１
学
期

24

E単元表現・鑑賞／デザイン/工芸
七宝焼
【知識及び技能】
造形の要素の働きなどを基に、全体
のイメージや作風などを捉えること
を理解するとともに、七宝焼きの制
作方法を踏まえ、意図に応じて材料
や用具を生かし、手順や技法など吟
味して創造的に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
自己の思いなどから心豊かな発想を
する。ブローチとしての用途と美し
さの調和を考え、構想を練る。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に伝えるための表現の工夫な
どを鑑賞する学習に、主体的に取り
組む。

○

【知識・技能】
風景を切り取ることで生じる効果、全体のイ
メージなどを捉えることを理解してる。
【思考力、判断力、表現力等】
切り取られた風景の効果や、それによってつ
くられる空間や風景のよさら美しさについて
考え、見方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
切り取られた風景の効果、そのよさや美しさ
などを鑑賞する学習活動に、主体的に取り組
もうとしている。 ○

【知識・技能】
「知」七宝作品がもつ形や色彩、素材、光な
どの性質やそれらが感情にもたらす効果、造
形的な特徴などを基に全体のイメージや作風
などで捉えることを理解している。「技」七
宝の制作方法を踏まえ、意図に応じて材料や
用具を生かすとともに、手順や技法を吟味
し、創造的に表している。
【思考力、判断力、表現力等】
身近な生活の視点に立って七宝工芸品の造形
的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や
意図と七宝の制作過程における工夫や素材の
活かし方、技法などについて考え、見方や感
じ方を深める。
【主体的に学習に取り込む態度】
主体的に、七宝の技法を用いた工芸作品など
の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の
願いや制作過程における工夫などについて考
え、見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に
に主体的に取り組もうとしている。

○ ○

○

【知識・技能】
「知」それぞれの作品の色彩や構図などに着
目し、全体のイメージや効果的に伝えるため
の表現の工夫を捉えている。
【思考力、判断力、表現力等】
伝達の目的や条件などを基に、発想や構想の
独自性と表現の工夫などについて多様な視点
から考え、見方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に伝えるための表現の工夫や調和の取
れた洗練された美しさなどを感じ取る平面構
成の鑑賞の創造的な諸活動に主体的に取り組
もうとしている。

○ ○ ○

○ 6

合
計
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○ ○ ○ 8

・七宝焼きの道下セット
・参考作品
・クロッキーブック
・マスキングテープ
・色鉛筆
・鉛筆セット

○ ○

３
学
期

F単元　表現・鑑賞/絵画
静物デッサン（応用）
【知識及び技能】形や鉛筆の色合
い、明暗、質感などの効果、全体の
イメージなどを捉え、線の強弱や鉛
筆の６H～６Bまでの特性を生かして
表す。
【思考力、判断力、表現力等]モ
チーフの特徴や美しさなどを基に、
形や濃淡、質感などの効果を考え、
構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
モチーフの特徴や美しさなどを捉え
て表す創造活動に、主体的にとらえ
る。

指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・M画用紙
・ケント紙
・６H～６B鉛筆　等

○ ○

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にも
たらす効果や、造形的な特徴などを基に、モ
チーフの特徴や美しさなどを全体のイメージ
で捉えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体
感などの表現すべきポイントを理解してい
る。ハイライトデッサンの技法を理解し、６H
～６Bの鉛筆の特性を生かして創造的に描いて
いる。また、線の強弱など表現方法を創意工
夫して表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 モチーフの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成し、表現形式の特性を生かし、形や
濃淡、質感などを考え、創造的な構想を練っ
ている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返
ることで造形的な良さや美しさを感じ取り、
次の制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

〇

【知識及び技能】
　音楽に関する基礎的な理論について理解す
るとともに、理解したことを楽譜によって表
す技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽理論を表現や鑑賞の学習に活用する思
考力、判断力、表現力等を育んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽理論を表現や鑑賞に生かそうとしてい
る。

〇 〇

【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深めるとと
もに、創造的に過小表現するために必要な技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽性豊かな表現について考え、表現意図
を明確にもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな表現を追求しようとしてい
る。

〇 〇 〇 6

２
学
期

音楽理論基礎
【知識及び技能】
　音楽に関する基礎的な理論につい
て理解するとともに、理解したこと
を楽譜によって表す技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽理論を表現や鑑賞の学習に活
用する思考力、判断力、表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽理論を表現や鑑賞に生かそう
とする態度を養う。

使用教材：改訂音楽通論

○ 〇

合唱基礎
【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深
めるとともに、創造的に過小表現す
るために必要な技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽性豊かな表現について考え、
表現意図を明確にもつことができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな表現を追求する態度
を養う。

適宜教材を用いて行う。

〇 〇 〇

１
学
期

音楽理論基礎
【知識及び技能】
　音楽に関する基礎的な理論につい
て理解するとともに、理解したこと
を楽譜によって表す技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽理論を表現や鑑賞の学習に活
用する思考力、判断力、表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽理論を表現や鑑賞に生かそう
とする態度を養う。

使用教材：改訂音楽通論

○ 〇

6

【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深めるとと
もに、創造的に器楽表現するために必要な技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽作品や演奏について、根拠を明確にし
て批評することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽や音楽文化を尊重しようとしている。

〇 〇 〇 6

【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働きやその効
果などに関する思考力、判断力、表現力等を
育んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基礎となる
学習を大切にしようとしている。

〇 〇 〇 6

キーボード演奏法
【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深
めるとともに、創造的に器楽表現す
るために必要な技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽作品や演奏について、根拠を
明確にして批評することができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽や音楽文化を尊重する態度を
養う。

適宜教材を用いて行う。

〇 〇

ソルフェージュ基礎
【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働き
やその効果などに関する思考力、判
断力、表現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基
礎となる学習を大切にする態度を養
う。

使用教材：改訂版　コール・
ユー・ブンゲン（全曲版）

〇

【知識及び技能】
　音楽に関する基礎的な理論について理解す
るとともに、理解したことを楽譜によって表
す技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽理論を表現や鑑賞の学習に活用する思
考力、判断力、表現力等を育んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽理論を表現や鑑賞に生かそうとしてい
る。

○ ○ ○ 4

知 思 態

配
当
時
数

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

（　組：戸田　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

演奏基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

演奏における多様性について理解を深めるとと
もに、演奏をするために必要な技能を身に付け
る。

音楽の様式を踏まえた演奏に関する思考力、判断
力、表現力等を育成する。

音楽作品を尊重して演奏したり鑑賞したりする態
度を養う。

芸術 演奏基礎
芸術 演奏基礎 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

ソルフェージュ基礎
【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働き
やその効果などに関する思考力、判
断力、表現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基
礎となる学習を大切にする態度を養
う。

使用教材：改訂版　コール・
ユー・ブンゲン（全曲版）

〇

【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働きやその効
果などに関する思考力、判断力、表現力等を
育んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基礎となる
学習を大切にしようとしている。

〇 〇 〇 6



３
学
期

音楽理論基礎
【知識及び技能】
　音楽に関する基礎的な理論につい
て理解するとともに、理解したこと
を楽譜によって表す技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽理論を表現や鑑賞の学習に活
用する思考力、判断力、表現力等を
育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽理論を表現や鑑賞に生かそう
とする態度を養う。

使用教材：改訂音楽通論

○ 〇

【知識及び技能】
　音楽に関する基礎的な理論について理解す
るとともに、理解したことを楽譜によって表
す技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽理論を表現や鑑賞の学習に活用する思
考力、判断力、表現力等を育んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽理論を表現や鑑賞に生かそうとしてい
る。

【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深めるとと
もに、創造的に過小表現するために必要な技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽性豊かな表現について考え、表現意図
を明確にもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな表現を追求しようとしてい
る。

ソルフェージュ基礎
【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働き
やその効果などに関する思考力、判
断力、表現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基
礎となる学習を大切にする態度を養
う。

使用教材：改訂版　コール・
ユー・ブンゲン（全曲版）

〇

【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働きやその効
果などに関する思考力、判断力、表現力等を
育んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基礎となる
学習を大切にしようとしている。

6

合
計
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〇 〇 〇 6

適宜教材を用いて行う。

〇 〇 〇

合唱基礎
【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深
めるとともに、創造的に過小表現す
るために必要な技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽性豊かな表現について考え、
表現意図を明確にもつことができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな表現を追求する態度
を養う。

適宜教材を用いて行う。

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇

２
学
期

合唱基礎
【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深
めるとともに、創造的に過小表現す
るために必要な技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽性豊かな表現について考え、
表現意図を明確にもつことができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな表現を追求する態度
を養う。

6

ソルフェージュ基礎
【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働き
やその効果などに関する思考力、判
断力、表現力等を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基
礎となる学習を大切にする態度を養
う。

使用教材：改訂版　コール・
ユー・ブンゲン（全曲版）

〇

【知識及び技能】
　視唱、視奏に関する知識や技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽を形づくっている要素の働きやその効
果などに関する思考力、判断力、表現力等を
育んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな氷原をするための基礎となる
学習を大切にしようとしている。

〇 〇 〇 6

キーボード演奏法
【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深
めるとともに、創造的に器楽表現す
るために必要な技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽作品や演奏について、根拠を
明確にして批評することができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽や音楽文化を尊重する態度を
養う。

適宜教材を用いて行う。

〇 〇

【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深めるとと
もに、創造的に器楽表現するために必要な技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽作品や演奏について、根拠を明確にし
て批評することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽や音楽文化を尊重しようとしている。

〇 〇 〇 6

【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深めるとと
もに、創造的に過小表現するために必要な技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽性豊かな表現について考え、表現意図
を明確にもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽性豊かな表現を追求しようとしてい
る。

〇 〇 〇 6

キーボード演奏法
【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深
めるとともに、創造的に器楽表現す
るために必要な技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽作品や演奏について、根拠を
明確にして批評することができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽や音楽文化を尊重する態度を
養う。

適宜教材を用いて行う。

〇 〇

【知識及び技能】
　楽曲の表現内容について理解を深めるとと
もに、創造的に器楽表現するために必要な技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　音楽作品や演奏について、根拠を明確にし
て批評することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　音楽や音楽文化を尊重しようとしている。

〇 〇 〇 6



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A.B,C,E 組

教科担当者： （C組：田尻） （E組：田尻）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 素描基礎
芸術 素描基礎 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

（A組：　田尻） （B組：　田尻）

芸術に関する美術の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に着けるように
する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

素描基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めると
ともに，意図に応じて表現方法を追求し，個性を生かして
創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と創造的な工
夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性を生か
して発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて美術や
美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができる
ようにする

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯に
わたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と
美意識を磨き，美術文化を尊重し，心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養う。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることが出来るようにする。

○

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にも
たらす効果や、造形的な特徴などを基に、身
近なものの特徴や美しさなどを全体のイメー
ジで捉えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体
感などの表現すべきポイントを理解してい
る。ハイライトデッサンの技法を理解し、鉛
筆や色鉛筆の特性を生かして創造的に描いて
いる。また、線の強弱など表現方法を創意工
夫して表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 身近なものの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成し、表現形式の特性を生かし、形や
色彩、質感などを考え、創造的な構想を練っ
ている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返
ることで造形的な良さや美しさを感じ取り、
次の制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 6

知 思 態

配
当
時
数

【知識・技能】
「知」植物の形体や構造、質感、色彩などの
性質や造形的な特徴、感情にもたらす効果な
どを基に、生命力などを全体のイメージで捉
えることを理解している。
「技」意図に応じて色鉛筆の特性や効果を生
かすとともに表現方法を創意工夫し、主題を
追求して創造的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」 植物の特徴や美しさなどを深く観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成し、形体や構造、色彩、質感などを
考え、創造的な構想を練っている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返
ることで造形的な良さや美しさを感じ取り、
次の制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 8〇

C単元　表現・鑑賞/絵画
静物デッサン（基礎から応用まで）
【知識及び技能】
形や鉛筆の色合い、明暗、質感など
の効果、全体のイメージなどを捉
え、線の強弱や鉛筆の６H～６Bまで
の特性を生かして表す。
【思考力、
判断力、表現力等]モチーフの特徴
や美しさなどを基に、形や濃淡、質
感などの効果を考え、構想を練った
り鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
モチーフの特徴や美しさなどを捉え
て表す創造活動に、主体的にとらえ
る。

指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・M画用紙
・ケント紙
・６H～６B鉛筆　等

〇

〇

・指導事項
構図や画面の形を工夫して、花の
魅力を表現することを理解させる。
・教材
・一人１台端末の活用
・２B鉛筆
・色鉛筆
・ケント紙

B単元　表現・鑑賞/絵画
花を描く
【知識及び技能】
形や構造、色彩効果、植物の生命力
や全体のイメージなどを捉え、色鉛
筆の特性を生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等]
植物の印象などを基に、視点や構図
などの効果を考え、構想を練ったり
鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
植物の生命力などを絵画に表す創造
活動に、主体的に取り込む。

１
学
期

　A 単元　表現・鑑賞／絵画
クロッキー
【知識及び技能】
造形要素の働きとして、明暗を正し
く描くことによって質感や立体感が
表現できることを理解する。また、
各部分と描かない部分に差をつけ、
鉛筆及び白黒の色鉛筆などの特性を
生かして創造的に描く。
「技」 意図に応じて材料や用具の
特性を生かし表現方法を工夫する。
作品を描いて得たものを、２分間で
１００文字以上に感想をまとめプレ
ゼンを行う。
【思考力、判断力、表現力等】
モチーフとデッサンを見比べること
で形や明暗の違いやを客観的に判断
し、「見る」と「描く」の比率を７
対３とし、ものをじっくり見て描く
プロセスによって構想を練ったり鑑
賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
他の生徒の作品を鑑賞し、自己の制
作プロセスの繰り返しを通じて、次
への制作意欲と関心を高め、見方や
感じ方を深める創造活動に主体的に
取り組もうとする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　一年間を
通じて授業初めに、身近なものを
見つめなおし描く方法や言葉によ
るイメージを創意工夫して表す。
５分間～１０分クロッキー
教材
クロッキーブック
M画用紙・ケント紙
６H～６B鉛筆　等 ・
指導事項
・教材
・一人１台端末の活用

○

〇

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にも
たらす効果や、造形的な特徴などを基に、モ
チーフの特徴や美しさなどを全体のイメージ
で捉えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体
感などの表現すべきポイントを理解してい
る。ハイライトデッサンの技法を理解し、６H
～６Bの鉛筆の特性を生かして創造的に描いて
いる。また、線の強弱など表現方法を創意工
夫して表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 モチーフの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成し、表現形式の特性を生かし、形や
濃淡、質感などを考え、創造的な構想を練っ
ている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返
ることで造形的な良さや美しさを感じ取り、
次の制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 20



C単元　表現・鑑賞/絵画
静物デッサン（基礎から応用まで）
【知識及び技能】
形や鉛筆の色合い、明暗、質感など
の効果、全体のイメージなどを捉
え、線の強弱や鉛筆の６H～６Bまで
の特性を生かして表す。
【思考力、
判断力、表現力等]モチーフの特徴
や美しさなどを基に、形や濃淡、質
感などの効果を考え、構想を練った
り鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
モチーフの特徴や美しさなどを捉え
て表す創造活動に、主体的にとらえ
る。

指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・M画用紙
・ケント紙
・６H～６B鉛筆　等

〇

２
学
期

D単元　表現・鑑賞/絵画
１課題テーマ「手」
２課題テーマ「ノミを持つ手」
【知識及び技能】
手の持つ豊かな表情や動きを感じ取
り、形体や骨格などを捉え、鉛筆や
消しゴムなど描画材の特性を生かし
て創意工夫し、空間を意識し、しゅ
だいを追求して創造的に表現しよう
としている。
【思考力、判断力、表現力等】
豊かな表情を見せる手を基に主題を
生成し、形体や構図の効果などを考
え構想を練ったり、自分や友人が描
いた作品や作家の作品のよさを感じ
取り、作者の心情や意図と創造的な
表現の工夫について考えるなどし
て、見方や感じ方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
手の持つ豊かな表情や動きなどを基
に構想を練り、意図に応じて工夫し
て表す表現活動及び、作者の心情や
表現の意図と工夫などを考える鑑賞
活動に主体的に取り組み、美術や美
術文化と豊かに関わろうとしている

指導事項
２つの課題を行う。
手のもつ表情の豊かさを感じ取ら
せ、表現することへの興味を持た
せ、全体の形や構図を確かめさせ
制作に当たらせる。
・教材
・一人１台端末の活用
・M画用紙
・６H～６B鉛筆　等

〇

１
学
期

指導事項
基本的な構成の考え方や描き方な
ど身に着け、表情の豊かさを感じ
取らせ、表現することへの興味を
持たせ、全体の形や構図を確かめ
させ制作に当たらせる。
・教材
・一人１台端末の活用
・M画用紙
・６H～６B鉛筆　等

20

E単元　表現・鑑賞/絵画
構成デッサン　5時間2作品
形、濃淡、面積費などの変化が与え
る心理的効果や、造形的な特徴など
を基に全体のイメージなどで捉える
ことについて理解を深めるとともに
意図に応じて表現方法を追求し、個
性を生かし創造的に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
相互の関係性による画面構成の意義
について考えながら個性を生かして
創造的な表現の構想を練ったり、表
現意図に応じた画面構成の工夫によ
るよさや美しさを感じ取りながら、
自己の価値観を働かせて見方や感じ
方を深めたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
構成をテーマにしたデッサンに関す
る創造的な諸活動に主体的に取り組
む。

〇

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にも
たらす効果や、造形的な特徴などを基に、モ
チーフの特徴や美しさなどを全体のイメージ
で捉えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体
感などの表現すべきポイントを理解してい
る。ハイライトデッサンの技法を理解し、６H
～６Bの鉛筆の特性を生かして創造的に描いて
いる。また、線の強弱など表現方法を創意工
夫して表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 モチーフの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成し、表現形式の特性を生かし、形や
濃淡、質感などを考え、創造的な構想を練っ
ている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返
ることで造形的な良さや美しさを感じ取り、
次の制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。

〇

【知識・技能】
「知」形、濃淡、面積比などの変化が与える
心理的効果やぞうけいてきな特徴などを基に
全体のイメージで捉えることを理解してい
る。「技」意図に応じて材料や用具の特性を
生かすとともに、モチーフの相互の関係性な
どを考えながら描写の密度変化の工夫により
個性を生かして創造的に表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 相互の関係性を考え、個性を生かして
創造的な構想を練っている。
「鑑」造形的なよさや美しさを感じ取り、表
現意図に応じた画面構成の工夫によるよさや
美しさを感じ取りながら、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
モチーフ相互の関係性を考えながら画面を構
成していく表現の諸活動に主体的に取り組も
うとしている。作品の造形的なよさや美しさ
を感じ取り、構成デッサンについて考え見方
や感じ方を深める鑑賞の諸活動に主体的に取
り組もうとしている。

〇 〇

〇

知識・技能】
「知」手の持つ豊かな表情や動きを感じ取
り、形体、質感や骨格などを捉え、生命力な
どを全体のイメージで捉えることを理解して
いる。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体
感などの表現すべきポイントを理解してい
る。ハイライトデッサンの技法を理解し、６H
～６Bの鉛筆の特性を生かし空間を意識して、
創造的に描いている。また、線の強弱など表
現方法を創意工夫して表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 豊かな表情を見せる手を基に主題を生
成し、形体や構図の効果などを考え、創造的
な構想を練っている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
手の持つ豊かな表情や動きなどを基に構想を
練り、意図に応じて工夫して表す表現活動に
主体的に取り込もうとしている。作品に表さ
れた作者の心情や表現の意図と工夫などを考
える鑑賞の創造活動に主体的に取り込もうと
している。

〇 〇 〇

〇 〇 20

〇 10

〇 〇 〇 6

３
学
期

F単元　表現・鑑賞/絵画
静物デッサン（応用）
【知識及び技能】形や鉛筆の色合
い、明暗、質感などの効果、全体の
イメージなどを捉え、線の強弱や鉛
筆の６H～６Bまでの特性を生かして
表す。
【思考力、判断力、表現力等]モ
チーフの特徴や美しさなどを基に、
形や濃淡、質感などの効果を考え、
構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
モチーフの特徴や美しさなどを捉え
て表す創造活動に、主体的にとらえ
る。

指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・M画用紙
・ケント紙
・６H～６B鉛筆　等

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にも
たらす効果や、造形的な特徴などを基に、モ
チーフの特徴や美しさなどを全体のイメージ
で捉えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体
感などの表現すべきポイントを理解してい
る。ハイライトデッサンの技法を理解し、６H
～６Bの鉛筆の特性を生かして創造的に描いて
いる。また、線の強弱など表現方法を創意工
夫して表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 モチーフの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成し、表現形式の特性を生かし、形や
濃淡、質感などを考え、創造的な構想を練っ
ている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返
ることで造形的な良さや美しさを感じ取り、
次の制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。



合
計

70

〇 〇 〇 6

３
学
期

F単元　表現・鑑賞/絵画
静物デッサン（応用）
【知識及び技能】形や鉛筆の色合
い、明暗、質感などの効果、全体の
イメージなどを捉え、線の強弱や鉛
筆の６H～６Bまでの特性を生かして
表す。
【思考力、判断力、表現力等]モ
チーフの特徴や美しさなどを基に、
形や濃淡、質感などの効果を考え、
構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
モチーフの特徴や美しさなどを捉え
て表す創造活動に、主体的にとらえ
る。

指導事項
・教材
・一人１台端末の活用
・M画用紙
・ケント紙
・６H～６B鉛筆　等

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にも
たらす効果や、造形的な特徴などを基に、モ
チーフの特徴や美しさなどを全体のイメージ
で捉えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体
感などの表現すべきポイントを理解してい
る。ハイライトデッサンの技法を理解し、６H
～６Bの鉛筆の特性を生かして創造的に描いて
いる。また、線の強弱など表現方法を創意工
夫して表現している。
【思考・判断・表現】
「発」 モチーフの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成し、表現形式の特性を生かし、形や
濃淡、質感などを考え、創造的な構想を練っ
ている。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現
の工夫などについて考え、見方や感じ方を深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返
ることで造形的な良さや美しさを感じ取り、
次の制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ G 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

１
学
期

自らの意図に基づいて創造的に構想し、個性豊かに表現を工夫できるようにする。

自己の意図に基づく構想の実現のために表現の工夫に粘り強く取り組みむとともに感性を高める。

書を構成する要素、表芸性、表現効果や風趣等
の視点から作品を創造的に構想し、個性豊かに
表現を工夫し、その上で必要となる効果的な技
能を身につけるようにする。

知 思 態

配
当
時
数

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

実用書道

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

芸術 実用書道
芸術 実用書道 2

光村図書　書道Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】書を構成する要素を理解し、効果的な技能を身につけるようにする。

（A～G組：石田　）

書を構成する要素、表芸性、表現効果や風趣等の
視点から自らの意図に基づいて創造的に構想し、
個性豊かに表現を工夫したり、作品や書のよさや
美しさを味わい深く捉えられるようにする。

自己の意図に基づく構想の実現のために表現の
工夫に粘り強く取り組みむとともに感性を高
め、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとと
もに、書を通して心豊かな生活や社会を創造し
ていく態度を養う。

〇

【知識・技能】
蒔絵の技法を理解している。蒔絵の表現効果
と用具用材を活かした適切な構成の関わりを
理解している。

【思考・判断・表現】
作品全体の構成と、それにあわせた字形、用
筆を工夫している。
蒔絵作品の美しさについて考え、書作品と組
み合わせることの意義を捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。用具用材に合わせて
積極的に表現を工夫しようとしている。

〇 〇 〇 8

【知識・技能】
楷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。
楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。
楷書の古典の価値とその根拠について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
書風の違いに関心を持ち、積極的に表現しよ
うとしている。

〇 12〇 〇〇

蒔絵の学習

【知識及び技能】
蒔絵の技法、構成を生かした表現を
身に着ける。

【思考力・判断力・表現力等】
蒔絵の表現効果を生かす構成につい
て工夫する。
蒔絵の良さや書との親和性について
味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・蒔絵制作

教材：蒔絵用具

〇

楷書の学習

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用筆・
運筆の技法、線質、字形や構成を生
かした表現を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に則した用
筆・運筆・字形・全体の構成につい
て工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉
える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・臨書『孔子廟堂碑』
・臨書『九成宮醴泉銘』
・臨書『雁塔聖教序』
・臨書『顔氏家廟碑』
・ひらがな

〇

楷書の基本

【知識及び技能】
　小・中学校国語科書写と高等学校
芸術科書道の学習の違いを確認す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
芸術科書道への関心・意欲を高め、
書に対する感性を豊かにし、書を愛
好する心情を養う。

・書道での基本的な学習方法を理
解する

教材：
書道用具一式・教科書・プリント
（以後、毎回持参） 〇

【知識・技能】
書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校国語科書写で学習したことを理解してい
る。
基本的な用具用材の使い方を理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術科書道で学習する内容に関心をもち、主
体的に取り組もうとしている。

○



合
計

70

20

３
学
期

行書
王義之『蘭亭序』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
行書の古典に基づく基本的な用筆・
運筆の技法、線質、字形や構成を生
かした表現を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に則した用
筆・運筆・字形・全体の構成につい
て工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉
える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・行書の成立と変遷
・王羲之の人物像や書道史におけ
る位置づけ
・臨書『蘭亭序』

○ ○

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆について理解
している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形の構
成を生かした表現を身につけている。
歴史的背景や内容を理解している。

【思考・判断・表現】
行書の古典の書体や書風に則した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞と表現の学習活動に取り組もう
としている。より良い作品を作ろうと努力し
ている。

２
学
期

創作の学習

【知識及び技能】
目的や用途に則した表現、漢字と仮
名の調和した表現の技能を身につけ
る。

【思考力・判断力・表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成の則した表現形
式、意図に基づいた表現について構
成し、工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・漢字かな交じりの書
・墨流し
・和綴じ本制作
・年賀状
・今年の漢字

〇 〇 〇

【知識・技能】
目的や用途に則した表現、漢字と仮名の調和
した表現の技能を身につける。

【思考・判断・表現】
漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、
全体の構成に則した表現形式、意図に基づい
た表現について構成し、工夫する。

【主体的に学習に取り組む態度】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好
する心情を養う。

〇

実用書道

【知識及び技能】
日常的に用いる書について理解し、
整った構成を身に着ける。

【思考力・判断力・表現力等】
小筆を用いる日常書の良さを味わ
い、手書き文字の意義について捉え
る。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

【知識・技能】
楷書の古典の書体や書風を理解する。書写能
力の向上させるとともに、古典から学んだ運
筆・用筆を活かして、目的や用途に即した効
果的な表現の技能を身に着けている。

【思考・判断・表現】
意図に基づいた表現について構想し、工夫し
ている。生活や社会における書のよさや美し
さを味わって捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に幅広い表現の学習活動に取り組もう
としている。実用の場面を意識して、積極的
に取り組もうとしている。

○ ○ ○

〇 〇 〇 14

〇 〇 〇 10

・はがきの宛名書き
・暑中見舞い
・臨書『隅寺心経』
・自分の名前
・招待状・金封
・手紙の書き方

〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｇ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

【知識及び技能】
アイデンティティ、未来の技術につ
いて、支援をほとんど活用しなくて
も，必要な情報を読み取り，文章の
展開，概要や要点などを把握するこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
まとまった文章を読んだり、学んだ
文法事項や英単語から適切なものを
選び組み合わせて単文を作る能力、
また題材や指示に従って、まとまり
のある文章を論理的に組み立てるこ
とができる能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson1
Lesson2

○ 〇 〇

定期考査および解説

定期考査および解説

○ 〇

英語の５領域を伸ばしていくうえで必要な文法
事項を理解し、かつ必要な語彙を十分に身につ
けている。

まとまった文章を読んだり、学んだ文法事項や英単
語から適切なものを選び組み合わせて単文を作る能
力、また題材や指示に従って、まとまりのある文章
を論理的に組み立てることができる能力を養う。

他者と会話を続けたり、伝わるように意識しなが
ら文章を書くなど、人と関わり合う、主体的かつ
協働する姿勢が見られる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

外国語
外国語 英語コミュニケ―ションⅢ 4

英語コミュニケ―ションⅢ

英語コミュニケ―ションⅢ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

HEARTENING English Comumunication Ⅲ （桐原書店）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を聞くこと、読むこと、話
すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を
身に付ける。

コミュニケーションを行う目標や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考
えなどを理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる。

コミュニケーションを行う目標や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考
えなどを理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしようとしている。

（Ａ，Ｅ組：吉岡） （Ｂ、G組：石崎） （C組、F組：川瀬） （D組：中山） （H組：井上）

〇

【知識および技能】
英語の特徴やきまりに関する事項を理解
し、コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話題や
社会的な話題について書かれた文等を読
んで，その内容を捉える技能を身に付け
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，日常的な話題や社会
的な話題について，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で書かれたことを読もうと
している。

【知識及び技能】
幸福論、AI伝統文化について、支援
をほとんど活用しなくても，必要な
情報を読み取り，文章の展開，概要
や要点などを把握することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
まとまった文章を読んだり、学んだ
文法事項や英単語から適切なものを
選び組み合わせて単文を作る能力、
また題材や指示に従って、まとまり
のある文章を論理的に組み立てるこ
とができる能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson6
Lesson7
Lesson8

○ 33

2

【知識および技能】
英語の特徴やきまりに関する事項を理解
し、コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話題や
社会的な話題について書かれた文等を読
んで，その内容を捉える技能を身に付け
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，日常的な話題や社会
的な話題について，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で書かれたことを読もうと
している。

【知識及び技能】
睡眠、多様性、未来のたんぱく源に
ついて、支援をほとんど活用しなく
ても，必要な情報を読み取り，文章
の展開，概要や要点などを把握する
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
まとまった文章を読んだり、学んだ
文法事項や英単語から適切なものを
選び組み合わせて単文を作る能力、
また題材や指示に従って、まとまり
のある文章を論理的に組み立てるこ
とができる能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson3
Lesson4
Lesson5

〇 ○ 〇 〇

〇

〇

〇

１
学
期

２
学
期

○ ○

○ ○

【知識および技能】
英語の特徴やきまりに関する事項を理解
し、コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話題や
社会的な話題について書かれた文等を読
んで，その内容を捉える技能を身に付け
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，日常的な話題や社会
的な話題について，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で書かれたことを読もうと
している。

2

○ ○ ○ 30

○ ○

○ ○ ○ 30



【知識および技能】
英語の特徴やきまりに関する事項を理解
し、コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話題や
社会的な話題について書かれた文等を読
んで，その内容を捉える技能を身に付け
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，日常的な話題や社会
的な話題について，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で書かれたことを読もうと

定期考査および解説

【知識及び技能】
人前での話し方、医療倫理につい
て、支援をほとんど活用しなくて
も，必要な情報を読み取り，文章の
展開，概要や要点などを把握するこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
まとまった文章を読んだり、学んだ
文法事項や英単語から適切なものを
選び組み合わせて単文を作る能力、
また題材や指示に従って、まとまり
のある文章を論理的に組み立てるこ
とができる能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson9
Lesson10

〇 ○ 〇 〇 〇

【知識および技能】
英語の特徴やきまりに関する事項を理解
し、コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話題や
社会的な話題について書かれた文等を読
んで，その内容を捉える技能を身に付け
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，日常的な話題や社会
的な話題について，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で書かれたことを読もうと
している。

定期考査および解説

大学入試問題の過去問を解き、時間
内に確実に解答する力をつける。
【知識及び技能】
・英単語や熟語などの知識を問題演
習に活かす。
【思考力、判断力、表現力等】
・あらゆる英文について、入試問題
に解答する力をつける。
【学びに向かう力、人間性等】
・あらゆるテーマの英文に関心を
もって読み、理解しようとする。

大学入試共通テスト対策
私立大学入試問題演習
国公立大学入試問題演習

〇 〇 〇 〇

○ 〇

３
学
期

〇

【知識および技能】
英語の特徴やきまりに関する事項を理解
し、コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話題や
社会的な話題について書かれた文等を読
んで，その内容を捉える技能を身に付け
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，日常的な話題や社会
的な話題について，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えて
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を
深め，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で書かれたことを読もうと
している。

【知識及び技能】
幸福論、AI伝統文化について、支援
をほとんど活用しなくても，必要な
情報を読み取り，文章の展開，概要
や要点などを把握することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
まとまった文章を読んだり、学んだ
文法事項や英単語から適切なものを
選び組み合わせて単文を作る能力、
また題材や指示に従って、まとまり
のある文章を論理的に組み立てるこ
とができる能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson6
Lesson7
Lesson8

〇

２
学
期

○ ○

合
計

140

○ 30

○ ○ 2

○

○

○ ○ ○ 9

○ ○ 30

○ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

〇

Tips for Writing a “Compare and
Contrast” Paragraphの学習やWriteや
Extra Writingでの活動を通して，学習した
Tipとそれと関連した言語表現を適切に使う
ことができるかどうかを評価する。

○ ○ ○ 8

単元　Unit 4　3R approach in
order to save the environment環
境保護の方法を見つけるために，3R
の特徴について論理的に考えること
ができる。また、意見を述べること
ができる。

比較・対比型（比較）のパラグラフ
の構成やそこで使われる表現を理解
し，適切に活用することができる。

〇 ○ 〇

Tips for Writing a “Graph
Description” Paragraphの学習やWriteや
Extra Writingでの活動を通して，学習した
Tipとそれと関連した言語表現を適切に使う
ことができるかどうかを評価する。

○ ○ ○ 8

単元  Unit 3　How do people use
different types of media?ニュー
スサービスの利用状況のグラフつい
て論理的に考えることができる。ま
た、意見を述べることができる。

グラフ説明型（１要因）のパラグラ
フの構成やそこで使われる表現を理
解し，適切に活用することができ
る。

〇 ○ 〇

○ ○ 1定期考査

Tips for Writing a “Descriptive”
Paragraphの学習やWriteやExtra Writingで
の活動を通して，学習したTipとそれと関連
した言語表現を適切に使うことができるか
どうかを評価する。

○ ○ ○ 8

単元　Unit 2　How have you grown
as a person in your high school
life?
人が成長する過程について論理的に
考えることができる。また、意見を
述べることができる。

説明・描写型のパラグラフの構成や
そこで使われる表現を理解し，適切
に活用することができる。

〇 ○ 〇

Tips for Writing an “Opinion”
Paragraphの学習やWriteやExtra Writingで
の活動を通して，学習したTipとそれと関連
した言語表現を適切に使うことができるか
どうかを評価する。

○ ○ ○ 8

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

単元　Unit 1　Future of jobs in
the AI era
将来の職業について、様々な意見を
知り、論理的に考えることができ、
意見を述べることができる。

意見型のパラグラフの構成やそこで
使われる表現を理解し，適切に活用
することができる。

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

〇

論理・表現Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

コミュニケーションを支えるものとしての文法の形
式・意味・機能に習熟し，必要な場面で適切な文法
形式を用いて正しく表現することができる。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応
じて、日常的な話題や社会的な話題について、情報や
考え、気持ちなどを、複数の資料を活用しながら多様
な語句や文を用いて、論理の展開や構成を工夫しなが
ら話したり書いたりして伝える。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き
手・話し手に配慮しながら，主体的に英語を用いて
話して伝え合おうとする。また、読み手に配慮しな
がら，主体的に英語を用いて書いて伝えようとす
る。

Factbook　English Logic and Expression III　　桐原書店

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
英語を読み、聞き、話し、書くうえで必要な文法、構文や語彙を身につける。また、言語背景にある文化や成り立ちに
ついて知り、語学を切り口に日本以外のの文化や世界への興味・関心を醸成する。

英語を読み、聞き、話し、書く中で適切な表現を知り、活用することができる。また題材に即した内容で、自分の考え
を表現することができる。

未知の言語に対して間違いを恐れずに取り組むことができ、また語学がもつ曖昧さや複雑さに柔軟に対応し、他者との
関わりに主体的で前向きな姿勢で臨んでいる。

（A,D組：井上　） （B、F組：石川　　）（C、G組：渡部　　） （E、H組：増岡　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

外国語 論理・表現Ⅲ
外国語 論理・表現Ⅲ 2



２
学
期

定期考査

Unit 7　Japanese culture
attracting people all over the
world　日本文化を多角的に説明す
る方法について論理的に考えること
ができる。また、意見を述べること
ができる。

説明・描写型のパラグラフの構成や
そこで使われる表現を理解し，適切
に活用することができる。

〇 〇 〇

Tips for Writing a “Descriptive”
Paragraphの学習やWriteやExtra Writingで
の活動を通して，学習したTipとそれと関連
した言語表現を適切に使うことができるか
どうかを評価する。

Unit8　Will we live in a
decarbonized society in the
future?　エネルギー構成比を示す
グラフについて論理的に考えること
ができる。また、意見を述べること
ができる。

グラフ説明型（複数要因）のパラグ
ラフの構成やそこで使われる表現を
理解し，適切に活用することができ
る。

〇 〇 〇 〇

Tips for Writing a “Graph
Description” Paragraphの学習やWriteや
Extra Writingでの活動を通して，学習した
Tipとそれと関連した言語表現を適切に使う
ことができるかどうかを評価する。

定期考査

合
計

70

〇 〇 〇 9

○ 1○

〇 〇 8

○ 1

〇 〇 〇 9

○

３
学
期

8

Unit 6　Are food additives
really bad for us?　食品添加物の
摂取について論理的に考えることが
できる。また、意見を述べることが
できる。

意見型（賛否）のパラグラフの構成
やそこで使われる表現を理解し，適
切に活用することができる。

〇 〇 〇 〇

Tips for Writing an “Agree/Disagree”
Paragraphの学習やWriteやExtra Writingで
の活動を通して，学習したTipとそれと関連
した言語表現を適切に使うことができるか
どうかを評価する。

〇

〇

Tips for Writing a “Cause and Effect”
Paragraphの学習やWriteやExtra Writingで
の活動を通して，学習したTipとそれと関連
した言語表現を適切に使うことができるか
どうかを評価する。

〇 〇 〇

Unit5　Moving toward a cashless
society　キャッシュレス決済の普
及の原因とその利点について論理的
に考えることができる。また、意見
を述べることができる。

原因・結果型のパラグラフの構成や
そこで使われる表現を理解し，適切
に活用することができる。

〇 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

〇

Tips for Writing a “Compare and
Contrast” Paragraphの学習やWriteや
Extra Writingでの活動を通して，学習した
Tipとそれと関連した言語表現を適切に使う
ことができるかどうかを評価する。

○ ○ ○ 8

単元　Unit 4　3R approach in
order to save the environment環
境保護の方法を見つけるために，3R
の特徴について論理的に考えること
ができる。また、意見を述べること
ができる。

比較・対比型（比較）のパラグラフ
の構成やそこで使われる表現を理解
し，適切に活用することができる。

〇 ○ 〇

１
学
期



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者：（①⑤組：石﨑） （②③④⑧組：井上） （⑥⑦組：和田 ）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

外国語 英語コミュニケーションⅡ（受験英語・標準）

外国語 英語コミュニケーションⅡ（受験英語・標準） 2

英語コミュニケーションⅡ（受験英語・標準）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英語の５領域を伸ばしていくうえで必要な文法事項
を理解し、かつ必要な語彙を十分に身につけてい
る。

まとまった文章を読み、ある程度の速度と正確さで内
容を把握することができる。また学んだ文法事項や英
単語から適切なものを選び組み合わせて単文を作る能
力、また題材や指示に従って、まとまりのある文章を
論理的に組み立てることができる能力を養う。

文章を主体的に読もうとする姿勢が見られる。また
他者と会話を続けたり、伝わるように意識しながら
文章を書くなど、人と関わり合う、主体的かつ協働
する姿勢が見られる。

数研出版　Blue Marble　English CommunicationⅡ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
英語を読み、聞き、話し、書くうえで必要な文法、構文や語彙を身につける。また、言語背景にある文化や成り立ちに
ついて知り、語学を切り口に日本以外のの文化や世界への興味・関心を醸成する。
英語を読み、聞き、話し、書く中で適切な表現を知り、活用することができる。また題材に即した内容で、自分の考え
を表現することができる。
未知の言語に対して間違いを恐れずに取り組むことができ、また語学がもつ曖昧さや複雑さに柔軟に対応し、他者との
関わりに主体的で前向きな姿勢で臨んでいる。

１
学
期

Switch5  UNIT 1
生物多様性に関する説明文を読み、
概要を把握することができる
REPS  Chapter 1
動詞の語法・文型を理解し、応用問
題に対応できる力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

〇

〇

Switch5  UNIT2
物語文を読み、概要を把握すること
ができる
REPS  Chapter 2
動詞の語法・文型を理解し、応用問
題に対応できる力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、キーワー
ドやトピックセンテンスがどれか意識しな
がら読んだ。また問題の指示に従って解い
た。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 8

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、複数の品
詞を持つ単語の読解などに意識しながら読
んだ。また問題の指示に従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 8

Switch5  UNIT3
海洋生物に関する説明文を読み、概
要を把握することができる
REPS  Chapter 3
時制を理解し、応用問題に対応でき
る力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、ディス
コースマーカーに注意し全体の流れをを意
識しながら読んだ。また問題の指示に従っ
て解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 8

Switch5  UNIT4.5
論説文と人物の語り文を読み、概要
を把握することができる
REPS  Chapter 4.5
態と助動詞を理解し、応用問題に対
応できる力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、挿入や同
格などに注意し、頻出するthatの用法を意
識しながら読んだ。また問題の指示に従っ
て解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 8

Switch5  UNIT6.7
論説文と説明文を読み、概要を把握
することができる
REPS  Chapter 6.7
仮定法と不定詞を理解し、応用問題
に対応できる力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、統計の表
現やグラフの読み取りなどに意識しながら
読んだ。また問題の指示に従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 2



１
学
期

1
定期考査

〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、挿入や同
格などに注意し、頻出するthatの用法を意
識しながら読んだ。また問題の指示に従っ
て解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 8

Switch5  UNIT6.7
論説文と説明文を読み、概要を把握
することができる
REPS  Chapter 6.7
仮定法と不定詞を理解し、応用問題
に対応できる力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

○ ○

３
学
期

8

Switch5  UNIT11.12.13
説明文を読み、概要を把握すること
ができる
REPS  Chapter 11.12.13
形容詞、副詞、動詞を含むイディオ
ムを理解し、応用問題に対応できる
力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、一般常識
などの地域を用い、表やグラフの読み取り
を意識しながら読んだ。また問題の指示に
従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

〇

〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、構文に注
意し、パラグラフごとのつながりを意識し
ながら読んだ。また問題の指示に従って解
いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

〇 〇 〇

Switch5  UNIT8.9.10
論説文と説明文を読み、概要を把握
することができる
REPS  Chapter 8.9.10
動名詞、分詞、動詞を含むイディオ
ムを理解し、応用問題に対応できる
力を養う

〇 〇 8

○ 1

〇 〇 〇 8

○

合
計

70

〇 〇 〇 8

○ 1

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、指示語の
指す内容や接続詞など全体の流れを意識し
ながら読んだ。また問題の指示に従って解
いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

定期考査
２
学
期

定期考査
○

Switch5  UNIT14.15.16
論説文と説明文を読み、概要を把握
することができる
REPS  Chapter 14.15.16
比較、形容詞・副詞を含むイディオ
ム、関係詞を理解し、応用問題に対
応できる力を養う

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、指示語が
指す内容や行間などを意識しながら読ん
だ。また問題の指示に従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

Switch5  UNIT17.18.19
論説文と説明文を読み、概要を把握
することができる
REPS  Chapter 17.18.19
接続詞、前置詞・群前置詞、名詞を
理解し、応用問題に対応できる力を
養う



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度(３学年用)  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 外国語 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

19

Cutting edge Chapter 7,8
ディスコースマーカーに注意しなが
ら読めるようにする

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

１
学
期

Cutting edge Chapter1,2
キーワードとトピックセンテンスを
探しながら読めるようにする

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

〇

〇

Cutting edge Chapter 3,4
統計に関する表現やグラフを読み取
る

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

Cutting edge Chapter 5,6
品詞の識別をしながら読むことがで
きる

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

外国語 英語コミュニケーションⅡ（受験英語発展）

外国語 英語コミュニケーションⅡ（受験英語発展） 4

英語を読み、聞き、話し、書くうえで必要な文法、構文や語彙を身につける。また、言語背景にある文化や成り立ちに
ついて知り、語学を切り口に日本以外のの文化や世界への興味・関心を醸成する。

英語を読み、聞き、話し、書く中で適切な表現を知り、活用することができる。また題材に即した内容で、自分の考え
を表現することができる。

未知の言語に対して間違いを恐れずに取り組むことができ、また語学がもつ曖昧さや複雑さに柔軟に対応し、他者との
関わりに主体的で前向きな姿勢で臨んでいる。

【 知　識　及　び　技　能 】

（Ａ～H組：石崎）

英語の５領域を伸ばしていくうえで必要な文法事項
を理解し、かつ必要な語彙を十分に身につけてい
る。

まとまった文章を読み、ある程度の速度と正確さで内
容を把握することができる。また学んだ文法事項や英
単語から適切なものを選び組み合わせて単文を作る能
力、また題材や指示に従って、まとまりのある文章を
論理的に組み立てることができる能力を養う。

文章を主体的に読もうとする姿勢が見られる。また
他者と会話を続けたり、伝わるように意識しながら
文章を書くなど、人と関わり合う、主体的かつ協働
する姿勢が見られる。

BLUE MARBLE English Communication Ⅱ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

英語コミュニケーションⅡ（受験英語発展）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、キーワー
ドやトピックセンテンスがどれか意識しな
がら読んだ。また問題の指示に従って解い
た。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 9

9

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、複数の品
詞を持つ単語の読解などに意識しながら読
んだ。また問題の指示に従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○ 15

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、統計の表
現やグラフの読み取りなどに意識しながら
読んだ。また問題の指示に従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○

1

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、ディス
コースマーカーに注意し全体の流れをを意
識しながら読んだ。また問題の指示に従っ
て解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○

○ ○

定期考査



19

1

20

19

18

1

18

２
学
期

Cutting edge Chapter 15,16
指示語や行間を読むなど、内容を明
確にしながら読むことができる。

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、指示語が
指す内容や行間などを意識しながら読ん
だ。また問題の指示に従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

Cutting edge Chapter 13,14
一般常識などの基礎知識を用いた
り、表やグラフを読み取ることがで
きる。

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、一般常識
などの地域を用い、表やグラフの読み取り
を意識しながら読んだ。また問題の指示に
従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

〇

○

Cutting edge Chapter 9,10
挿入や同格、thatの機能を見分けて
読むことができる。

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

○ ○

〇 〇 〇 〇

Cutting edge Chapter 11,12
構文やパラグラフリーディングに注
意して、読むことができる。

Cutting edge Chapter 7,8
ディスコースマーカーに注意しなが
ら読めるようにする

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇

定期考査

１
学
期

〇

定期考査

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、ディス
コースマーカーに注意し全体の流れをを意
識しながら読んだ。また問題の指示に従っ
て解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○ ○

〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、挿入や同
格などに注意し、頻出するthatの用法を意
識しながら読んだ。また問題の指示に従っ
て解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

○ ○

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、構文に注
意し、パラグラフごとのつながりを意識し
ながら読んだ。また問題の指示に従って解
いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

〇 〇

○

〇 〇 〇

○



18

9

1

定期考査

○

２
学
期

Cutting edge Chapter 15,16
指示語や行間を読むなど、内容を明
確にしながら読むことができる。

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、指示語が
指す内容や行間などを意識しながら読ん
だ。また問題の指示に従って解いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

Cutting edge Chapter 17,18
指示語や接続詞など、全体の流れを
意識しながら読むことができる。

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使して読
み、問題の指示に従って解いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間
内に読み、問題に答えることができ
る。また長文のパラグラフリーディ
ングや要約を通じ、内容を正しく理
解し再構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとしている。
また自分が理解した内容を他者にわ
かりやすく伝えようとする姿勢が見
られる。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
既習の文法事項や語彙を駆使し、指示語の
指す内容や接続詞など全体の流れを意識し
ながら読んだ。また問題の指示に従って解
いた。
【思考力、判断力、表現力等】
入試レベルの長文に対し、制限時間内に読
み、問題に答えることができた。また長文
のパラグラフリーディングや要約を通じ、
内容を正しく理解し再構築することができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に英文を読もうとした。また自分が
理解した内容を他者にわかりやすく伝えよ
うとする姿勢が見られた。

合
計

140

〇 〇 〇

○

〇 〇 〇



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

家庭 保育基礎
家庭 保育基礎

高等学校 令和7年度（　学年用） 教科

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら 学び，生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

（木：轟　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術 を身に付けるようにする

生活産業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的か つ創造的に解決する力を養う

保育基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保育の意義や方法，子供の発達や生活の特徴及
び子供の福祉と文化などについて体系的・系統
的に理解するとともに，関連する技術を身に付
けるようにする

子供を取り巻く課題を発見し，保育を担う職業
人として合理的かつ創造的に解決する力を養う

子供の健やかな発達を目指して自ら学び，保育
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

思

10

定期考査
○ ○ 1

○

態
配当
時数

○ ○ 12

○

１
学
期

A 子どもの保育
【知識及び技能】
　発達時期の特性を考慮した保育
の工夫が必要であることを理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・保育者の役割を理解し，その資
質や能力を身につけるにはどのよ
うな点に気をつけていけばよいか

保育の意義
保育の方法
保育の環境

【知識・技能】
発達時期の特性を考慮した保育の工夫が必要
であることを理解している。
【思考・判断・表現】
・保育者の役割を理解し，その資質や能力を
身につけるにはどのような点に気をつけてい
けばよいかなど，考察ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもを取り巻く環境が子どもの発達に大き

○

B子どもの文化
【知識及び技能】
　遊びを通じて子どもが豊かに発
達することについて理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの文化の意義を理解し，そ
れらの役割や今後の課題について
考察することができる

子どもの文化を支える立場
子どもと遊びの表現活動

【知識・技能】
　遊びを通じて子どもが豊かに発達すること
について理解している。
【思考・判断・表現】
子どもの文化の意義を理解し，それらの役割
や今後の課題について考察することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもの発達や特性をふまえた上で，子ども
の遊具等の作成に取り組み，子どもの遊びや

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

1

２
学
期

B子どもの生活
【知識及び技能】
・子どもの生活に関心を持ち，主
体的に子どもの生活を理解しよう
としている。
・子どもの食生活や衣生活につい
て子どもの健康的な生活を支える
保育の基礎的な技術を身につけて
いる。

生活と心身の健康
栄養と食事：乳汁栄養、離乳食、
幼児食
衣生活と育児用品
生活習慣の形成
健康管理と事故防止

【知識・技能】
・子どもの生活に関心を持ち，主体的に子ど
もの生活を理解しようとしている。
・子どもの食生活や衣生活について子どもの
健康的な生活を支える保育の基礎的な技術を
身につけている。
【思考・判断・表現】
・子どもが生活習慣を身につけるための援助
の方法について思考を深めている。

〇 〇 〇 26

定期考査

〇 〇

３
学
期

B子どもの生活
【知識及び技能】
・子どもの生活に関心を持ち，主
体的に子どもの生活を理解しよう
としている。
・子どもの食生活や衣生活につい
て子どもの健康的な生活を支える
保育の基礎的な技術を身につけて
いる。

生活と心身の健康
栄養と食事：乳汁栄養、離乳食、
幼児食
衣生活と育児用品
生活習慣の形成
健康管理と事故防止

【知識・技能】
・子どもの生活に関心を持ち，主体的に子ど
もの生活を理解しようとしている。
・子どもの食生活や衣生活について子どもの
健康的な生活を支える保育の基礎的な技術を
身につけている。
【思考・判断・表現】
・子どもが生活習慣を身につけるための援助
の方法について思考を深めている。

〇

70

〇 20

合計

〇



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

家庭 フードデザイン

家庭 フードデザイン

高等学校 令和６年度（３　学年用） 教科

態
配当
時数

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら
学び，生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

（金：轟　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術
を身に付けるようにする
生活産業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的か
つ創造的に解決する力を養う

定期考査 実技テスト
○ ○

フードデザイン

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

栄養，食品，献立，調理，テーブルコーディ
ネートなどについて体系的・系統的
に理解するとともに，関連する技術を身に付け
るようにする。

食生活の現状から食生活全般に関する課題を発
見し，食生活の充実向上を担う職
業人として合理的かつ創造的に解決する力を養
う

食生活の充実向上を目指して自ら学び，食生活
の総合的なデザインと食育の推進
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

○ ○ 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

A 食品の特徴と調理
【知識及び技能】
　・食品の特徴や，調理操作に
よって変化する食品の成分に関心
を持とうとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・食品の特性を図表などから科学
的に考察できる。
・食品の特徴，調理上の性質及び
調理による成分の変化を実験を通
して観察し，考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・食品の特徴や，調理操作によっ
て変化する食品の成分に関心を持
とうとしている。

調理実習：いちご大福、肉じゃ
が、だし巻き卵、パウンドケー
キ、ガレット、カルボナーラ、水
餃子

【知識及び技能】
　・食品の特徴，調理上の性質及び調理によ
る成分の変化についての知識を習得すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力】
・食品の特性を図表などから科学的に考察で
きる。
・食品の特徴，調理上の性質及び調理による
成分の変化を実験を通して観察し，考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品の特徴や，調理操作によって変化する
食品の成分に関心を持とうとしている。

○

2

２
学
期

Bフードデザイン実習
【知識及び技能】
・食事のテーマに応じた献立作
成，食品材料の選択と調理など，
一連の流れを計画し実践ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体的な食事テーマを設定し，
その目的に応じた献立を考えるこ
とができる。
・作成した献立に適した食品を選
択する事ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・食事のテーマにふさわしい献立
や食卓の整え方，周囲の環境づく
りを行おうとする意欲・関心が感
じられる。

調理実習：麻婆豆腐とスーミータ
ン、ピザとパンナコッタ、ほうと
うとスィートポテト、肉まん、ガ
パオライスと生春巻き

【知識及び技能】
　・食品の特徴，調理上の性質及び調理によ
る成分の変化についての知識を習得すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力】
・食品の特性を図表などから科学的に考察で
きる。
・食品の特徴，調理上の性質及び調理による
成分の変化を実験を通して観察し，考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・食品の特徴や，調理操作によって変化する
食品の成分に関心を持とうとしている。

〇 〇 〇 26

定期考査 実技テスト

３
学
期

Bフードデザイン実習
【知識及び技能】
・食事のテーマに応じた献立作
成，食品材料の選択と調理など，
一連の流れを計画し実践ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体的な食事テーマを設定し，
その目的に応じた献立を考えるこ

【知識及び技能】
　・食品の特徴，調理上の性質及び調理によ
る成分の変化についての知識を習得すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力】
・食品の特性を図表などから科学的に考察で
きる。
・食品の特徴，調理上の性質及び調理による
成分の変化を実験を通して観察し，考察する

〇

70

〇 20

合計

〇



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A組～H組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科

（G組：岡﨑　） （H組：井上　）

【 知　識　及　び　技　能 】本校の目標でもある「文武二道」を踏まえ、探究の意義を理解して課題の発見と解決に必要な技能を身につける

自己と社会のかかわりから課題を見つけ、情報を分析し、その解法と他者に向けての表現ができるようにする

総合的な探究の時間

（A組：倉口　）（B組：石﨑　）（C組：藤井　）（D組：轟　）（E組：濱田　） （F組：藤山　）

探究に積極的・協働的に取り組み、主体性をもった人間性を養う。

態
配当
時数

知 思

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

本校の目標でもある「文武二道」を踏まえ、探
究の意義を理解して課題の発見と解決に必要な
技能を身につける

自己と社会のかかわりから課題を見つけ、情報
を分析し、その解法と他者に向けての表現がで
きるようにする

探究に積極的・協働的に取り組み、主体性を
もった人間性を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

A 単元
【知識及び技能】
　学習や進路選択、学校行事や部
活動などを通して探究活動が深く
関わっていることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
組織的に行動するためのコミュニ
ケーションを養い自身の役割を判
断する。進路実現のための研究と
計画を実践する。
【学びに向かう力、人間性等】他
者と協働し、積極的にコミュニ
ケーションをとる。自身の進路や
学習面の課題を見出し、解決しよ
うとする。

【知識・技能】
学習や進路選択、学校行事や部活動などを通
して探究活動が深く関わっていることを理解
している。
【思考・判断・表現】
組織的に行動するためのコミュニケーション
を養い自身の役割を判断している。進路実現
のための研究と計画を実践している。
【主体的に学習に取り組む態度】他者と協働
し、積極的にコミュニケーションをとれる。
自身の進路や学習面の課題を見出し、解決し
ようとしている。

３
学
期

○ ○ ○

２
学
期

・指導事項　                 共
通テストや入試の理解と計画　進
路に関する探究、            英
語の学力向上
・教材
模擬試験・模擬試験解答、
英語教材、インターネット
・一人１台端末の活用　等

B 単元
【知識及び技能】
　学習や進路選択、学校行事など
を通して探究活動が深く関わって
いることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
組織的に行動するためのコミュニ
ケーションを養い自身の役割を判
断する。進路実現のための研究と
より現実的な計画をたてる。
【学びに向かう力、人間性等】他
者と協働し、積極的にコミュニ
ケーションをとる。自身の進路や
学習面の課題を見出し、解決しよ
うとする。

【知識・技能】
学習や進路選択、学校行事などを通して探究
活動が深く関わっていることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
組織的に行動するためのコミュニケーション
を養い自身の役割を判断している。進路実現
のための研究とより現実的な計画をたてれ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】他者と協働
し、積極的にコミュニケーションをとれる。
自身の進路や学習面の課題を見出し、解決し
ようとしている。

○ ○ ○

１
学
期

・指導事項
行事における各役割と分担と戦略
の探究
進路に関する探究、
英語の学力向上
・教材
模擬試験・模擬試験解答、
英語教材、
インターネット
・一人１台端末の活用　等

11

35

合計
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C 単元
【知識及び技能】
　学習や進路選択、学校行事など
を通して探究活動が深く関わって
いることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
組織的に行動するためのコミュニ
ケーションを養い自身の役割を判
断する。進路実現のための研究と
より現実的な計画をたてる。
【学びに向かう力、人間性等】他
者と協働し、積極的にコミュニ
ケーションをとる。自身の進路や
学習面の課題を見出し、解決しよ
うとする。

・指導事項　                 共
通テストや入試の理解と計画　進
路に関する探究、            英
語の学力向上
・教材
模擬試験・模擬試験解答、
英語教材、インターネット
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
学習や進路選択、学校行事などを通して探究
活動が深く関わっていることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
組織的に行動するためのコミュニケーション
を養い自身の役割を判断している。進路実現
のための研究とより現実的な計画をたてれ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】他者と協働
し、積極的にコミュニケーションをとれる。
自身の進路や学習面の課題を見出し、解決し
ようとしている。

○ ○ ○
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